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ド
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石
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は
じ
め
に

一
産
業
循
環
の
変
容
に
現
わ
れ
た
過
剰
資
本
の
特
徴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ィ
ツ
で
は
、
一
八
七
三
年
恐
慌
以
後
い
わ
ゆ
る
「
大
不
況
期
」
に

Ｈ
不
況
期
の
過
剰
生
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
循
環
が
変
容
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
現
象
の
中
で
は
、
不
況
局
面

○
　
不
況
期
の
過
剰
設
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
長
期
化
と
不
況
期
の
商
品
価
格
の
低
下
が
特
徴
的
で
あ
る
。
し
か
も
、

　
　
　
１
過
剰
資
本
の
諸
彩
態
と
廃
棄

　
　
　
２
不
況
期
の
過
剰
設
備
と
過
剰
生
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
価
格
は
、
各
不
況
期
に
限
ら
ず
大
不
況
期
を
通
し
て
、
低
い
水
準

二
過
剰
資
本
形
成
要
因
の
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
背
後
で
、
不
況
期
に
も
生
産
の
増
加
が

三
大
不
況
期
の
生
産
の
集
積
集
中
と
過
剰
資
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
著
し
く
、
過
剰
生
産
が
拡
大
し
た
。
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一
年
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「
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鉄
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自
過
剰
資
本
と
価
格
低
１
．
　
　
　
　
　
で
行
一
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
・
本
稿
で
曳
さ
し
あ
た
一
て
、
同
様

四
大
不
況
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一
要
因
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
問
題
設
定
か
ら
始
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
と
こ
ろ
で
、
そ
の
要
因
の
分
析
で
は
、
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に
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フ
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デ
ィ
ソ
グ
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や
レ
ヴ
ィ
の
指
摘
に
注
目
し
た
。
彼
ら
は
、
直
接
に
は
独
占
捗
成
を
間

題
に
し
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
げ
に
恐
慌
論
に
－
と
っ
て
、
大
不
況
期
を
も

た
ら
し
た
要
因
に
つ
い
て
の
示
唆
に
富
む
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
諸

資
本
に
よ
る
生
産
の
集
積
集
中
が
過
剰
蓄
積
を
も
た
ら
し
、
そ
こ
で
彩

成
さ
れ
た
高
い
生
産
力
を
持
つ
過
剰
な
生
産
設
備
が
、
生
産
量
と
販
売

価
格
を
め
ぐ
る
大
資
本
間
の
無
制
隈
な
競
争
を
通
じ
て
、
商
品
資
本
の

過
剰
を
生
み
出
し
、
販
売
価
格
の
低
下
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
こ
の
過
剰
資
本
の
要
因
と
捗
態
は
、
産
業
循
環
の
諸
局

面
に
か
か
わ
り
な
く
、
諸
資
本
の
集
積
集
中
の
進
展
に
と
も
な
う
も
の

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
し
か
し
、
本
稿
で
見
る
よ
う
に
、
事

実
は
、
こ
れ
が
大
不
況
期
を
も
た
ら
し
た
諸
要
因
の
う
ち
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
も
と
に
、
諸
資
本
の
生
産
の
集
積

集
中
と
過
剰
蓄
積
の
も
と
で
の
競
争
の
実
態
を
分
析
し
、
大
不
況
期
の

産
業
循
環
の
変
容
の
要
因
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

　
そ
の
際
、
次
の
よ
う
な
点
を
主
要
た
論
点
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
こ
の
生
産
設
備
の
過
剰
た
蓄
積
は
、
当
該
部
門
の
生
産
の
大
半

を
集
中
し
た
一
部
の
大
資
本
の
生
産
の
集
積
と
競
争
に
よ
っ
て
生
み
出
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（
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さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
、
独
占
が
形
成
さ
れ
て

し
ま
っ
た
段
階
か
ら
見
れ
ぱ
、
こ
の
生
産
の
集
積
集
中
の
度
合
が
ま
だ

未
熟
で
あ
る
た
め
に
、
市
場
で
無
制
隈
に
展
開
さ
れ
る
諸
資
本
問
の
生

産
量
と
販
売
価
格
を
め
ぐ
る
競
争
を
、
制
隈
し
支
配
従
属
関
係
を
う
ち

た
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
こ
で
の
過
剰
設
備
が
直
接
に
過
剰
生
産
を

も
た
ら
し
、
販
売
価
格
の
低
下
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
、
と
い
う
二
点
で

あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
た
生
産
の
集
積
集
中
の
進
展
と
無
制
隈
な
競
争

が
も
た
ら
し
た
商
品
価
格
の
低
下
と
い
う
困
難
さ
が
、
諸
資
本
に
対
し

競
争
の
制
限
と
支
配
従
属
関
係
の
確
立
を
不
可
避
に
し
、
生
産
の
集
積

集
中
の
も
う
一
歩
の
進
展
が
こ
れ
を
う
ら
づ
げ
だ
。
こ
う
し
て
、
生
産

の
集
積
集
中
が
生
み
出
し
た
過
剰
設
備
を
、
そ
の
よ
う
な
諸
資
本
が
直

接
に
被
害
を
受
げ
る
よ
う
な
商
品
価
格
の
低
下
以
外
の
形
態
で
、
た
と
．

え
ば
不
平
等
た
生
産
制
隈
の
配
分
な
ど
を
と
お
し
て
、
他
の
資
本
や
部

門
に
お
し
つ
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
結
果
、
長
期
的
な
価
格

低
下
を
特
徴
と
す
る
大
不
況
期
は
克
服
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
た
事
例
を
主
に
ラ
イ
ソ
・
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
石
炭
鉄

鋼
業
に
求
め
た
。
そ
の
理
由
は
、
生
産
の
集
積
集
中
が
進
み
、
過
剰
設

備
を
か
か
え
、
販
売
価
格
の
低
下
に
苦
し
み
、
且
つ
カ
ル
テ
ル
維
持
に



阿
度
も
失
敗
し
て
い
た
一
つ
の
典
型
だ
か
ら
で
あ
る
。
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、
一
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七
〇
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イ
ギ
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の
長

　
　
　
期
化
の
要
因
を
考
察
し
、
七
〇
年
、
初
期
の
生
産
力
の
画
期
的
た
発
展

　
　
　
と
世
界
市
場
で
の
競
争
の
激
化
を
あ
げ
て
い
る
。
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頁
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産
業
循
環
の
変
容
に
現
わ
れ
た
過
剰
資
本
の
特
徴

Ｈ

不
況
期
の
過
剰
他
産

…
石
炭
業
は
少
な
か
ら
ず
不
況
に
苦
し
ん
だ
。
な
ぜ
た
ら
、
販
売
価
格

は
こ
の
二
〇
年
来
最
大
限
低
下
し
た
し
、
現
に
、
今
も
そ
う
だ
か
ら
で

（
１
）

あ
る
。
」
　
と
い
う
よ
う
に
、
ま
ず
事
態
の
困
難
さ
を
指
摘
し
、
更
に
、

そ
の
歴
史
的
た
意
義
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
　
「
…
…
こ
の
こ

と
は
、
わ
が
国
の
経
済
発
展
の
分
析
に
際
し
て
、
疑
い
も
な
く
長
期
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２
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に
わ
た
っ
て
記
憶
さ
る
べ
き
も
の
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し
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と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
」
ま
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た
、
こ
の
よ
う
な
報
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を
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け
て
、
ポ
ー
フ
マ
ー
鉱
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工
場
連
合
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亘
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は
、

杜
史
で
、
こ
の
時
期
の
困
難
さ
を
告
白
し
て
い
る
。
　
「
…
…
そ
れ
で
、

　
は
じ
め
に
、
問
題
が
過
剰
資
本
の
新
た
な
特
徴
に
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
よ
う
。

　
当
時
、
資
本
家
に
と
っ
て
、
販
売
価
格
の
長
期
的
な
低
下
が
、
最
も

間
題
と
た
っ
て
い
た
。
た
と
え
ぱ
、
一
八
七
八
年
に
ラ
イ
ソ
．
ウ
エ
ス

ト
フ
ァ
「
レ
ソ
の
ボ
ー
フ
ム
商
業
会
議
所
年
報
で
は
、
次
の
よ
う
に
報

沓
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
お
、
「
ま
た
も
や
今
年
は
、
ま
っ
た
く
残
念

た
こ
と
に
、
（
景
気
の
上
引
用
者
）
回
復
が
な
か
っ
た
だ
げ
で
は
た
く
て
、

す
べ
て
の
経
済
関
係
の
広
範
酢
に
お
よ
ぶ
悪
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
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０８８１

２８８１

６８８１

０９８１

４９８１

Ｏ０９１
価
　
５
年
　
９
，

入
２
８
０
Ｆ
脾

輸
・
Ｔ
１
８
　
副

鉄
比
２
　
，
Ｌ

銑
此
山
舳
鉄
，

の
竹
Ｂ
１
銑
１
ｅ

簿
滅
脇

リ
ｒ
ｎ
ｄ
　
／
ｓ

フ
刑
削
ｅ
。
級
醐
　
２
，

）
ｋ
珊
竺
・
蝸

ノ
Ｄ
　
・
質
比
　
＆

曇
騰
軌

ま
ｏ
１
身
ン
ｄ
　
　
ｎ

年
舳
、
ム
ｅ
比

７
０
煎
９
・
，
ト
皿
　
。

１
８
Ｓ
１
ａ
後
ル
　
２
１
ｚ

リ
・
鵠
ば
急

　
，
・
。
７
０
後
鮒
０
２
助

刑
格
Ｗ
１
８
以
Ｋ
１
９
）

咄
　
　
　
　
　
２

こ
の
長
期
に
わ
た
る
、
生
産
量
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
販
売
価
格
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

い
て
の
無
秩
序
な
困
難
さ
が
見
い
出
さ
れ
る
。
」
　
こ
れ
が
、
当
時
の
資

本
家
の
間
題
意
識
で
あ
る
。
こ
の
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
さ

し
あ
た
っ
て
販
売
価
格
と
生
産
量
の
変
動
を
見
よ
う
。

　
エ
ッ
セ
ソ
石
炭
市
場
卸
値
（
表
１
）
と
ラ
イ
ソ
・
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
．
レ

ソ
で
の
バ
ド
ル
用
銑
鉄
価
格
（
表
２
）
を
見
よ
う
。
一
八
七
三
年
恐
慌
か

ら
七
六
・
七
七
年
不
況
期
半
は
ま
で
、
価
格
低
下
の
テ
ソ
ポ
が
急
で
あ

っ
た
。
一
八
八
○
年
代
不
況
期
に
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
繁
栄
が
価
格
上

昇
の
度
合
か
ら
見
る
隈
り
弱
く
、
そ
の
上
、
八
三
年
か
ら
八
六
年
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
（
四
〇
四
）

　
価
格
は
低
い
水
準
で
低
下
し
た
。
一
八
九
〇
年
ご
ろ
に
は
、
短
い
繁

　
栄
を
迎
え
、
価
格
は
七
〇
年
代
初
め
の
好
況
期
に
近
い
ぐ
ら
い
に
ま

　
で
上
昇
し
た
。
そ
の
後
、
九
三
・
九
四
年
ま
で
価
格
の
低
下
と
停
滞

　
か
あ
っ
た
。
と
の
不
況
期
を
見
て
も
、
五
年
近
く
価
格
は
低
下
し
続

　
げ
、
低
い
水
準
に
あ
り
、
販
売
価
格
が
容
易
に
上
昇
し
得
た
か
っ
た
。

　
　
他
方
、
こ
の
低
い
販
売
価
格
の
水
準
の
背
後
で
、
生
産
は
次
の
よ

　
う
に
１
増
加
し
た
。
ル
ー
ル
地
方
の
石
炭
生
産
（
表
１
）
と
ラ
イ
ソ
・
ウ

　
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
の
銑
鉄
生
産
（
表
２
）
を
見
よ
う
。
ま
ず
間
題
に

　
た
る
の
は
、
七
四
～
七
五
年
で
あ
る
。
こ
の
不
況
期
の
初
め
に
、
す

　
で
に
生
産
は
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
価
格
の

低
下
率
は
、
七
三
～
七
四
年
よ
り
も
大
き
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
不
況

期
に
、
一
方
で
価
格
が
低
下
し
、
他
方
で
生
産
が
増
加
す
る
と
い
う
現

象
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
一
時
生
産
の
増
加
率
は
低
下
し
た
が
、
七

七
～
七
九
年
不
況
期
の
終
り
に
、
ま
た
生
産
の
増
加
と
価
格
の
低
下
が

見
ら
れ
る
。
七
〇
年
代
不
況
期
の
目
立
っ
た
特
徴
は
、
不
況
期
の
初
め

に
生
産
が
急
増
し
、
そ
れ
が
価
格
の
急
激
た
長
期
に
わ
た
る
低
下
に
先

立
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
八
三
～
八
六
年
の
不
況
期

に
は
、
生
産
の
増
加
率
は
低
下
し
た
が
、
価
格
は
一
層
衝
い
水
準
で
低

下
し
停
滞
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
生
産
の
増
加
率
よ
り
も
、
生
産
の

’



量
的
な
多
さ
が
問
題
で
あ
る
。
九
〇
年
代
不
況
期
も
同
様
の
傾
向
が
あ
　
　
低
下
の
要
因
で
あ
る
。

る
・
い
ず
れ
の
不
況
期
に
も
・
価
格
が
一
層
低
下
す
る
時
期
に
は
、
生
　
産
業
循
環
の
こ
の
よ
う
無
徴
か
ら
、
問
題
を
次
の
よ
う
に
監
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
が
で
き
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
恐
慌
期
に

産
の
増
加
率
や
生
産
量
の
拡
大
が
あ
る
。

各
不
況
期
の
こ
の
よ
う
な
特
徴
と
と
も
に
・
更
に
、
七
三
年
雀
九
一
時
的
筆
産
量
の
減
少
や
生
産
の
増
袈
の
低
下
が
あ
つ
て
曳
そ

四
年
ま
で
を
通
し
て
；
の
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
前
後
の
時
期
と
比
較
の
後
生
産
が
拡
大
し
て
行
く
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
現
に
、
六
。
年
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
況
期
の
終
り
ご
ろ
も
九
〇
年
代
後
半
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

す
る
と
、
六
〇
年
代
末
か
ら
七
三
年
に
か
け
て
、
価
格
は
急
上
昇
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
場
合
、
販
売
価
格
が
次
第
に
上
昇
し
、
こ
れ
と
生
産
の
増
加
が
対

そ
れ
に
応
じ
て
生
産
も
拡
大
し
て
お
り
、
九
〇
年
代
後
半
も
価
格
上
昇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
し
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ま
見
た
大
不
況
期
の
各
不
況
局
面
で
は
、

の
も
と
で
生
産
が
増
加
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
、
大
不
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
産
は
増
加
す
る
が
伽
格
は
一
屑
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
次
の
こ

期
に
■
は
九
〇
年
ご
ろ
の
価
格
上
昇
を
除
く
と
、
七
〇
年
代
初
期
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
に
関
連
し
て
い
る
。

ち
好
況
期
の
商
品
価
格
の
水
準
た
と
え
ぼ
石
炭
は
一
〇
マ
ル
ク
（
ト
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
循
環
の
中
で
、
法
則
的
に
、
恐
慌
を
経
て
新
た
に
。
価
格
が
上
昇

あ
た
り
、
以
下
同
じ
）
銑
鉄
は
九
〇
マ
ク
ル
が
、
回
復
さ
れ
る
時
期
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
く
た
め
の
条
件
は
、
過
剰
設
備
の
遊
休
化
や
廃
棄
た
ど
で
あ
っ

一
九
〇
〇
年
ご
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
不
況
期
の
商
品
価
格
は
、

長
く
低
い
水
準
に
貢
容
易
に
上
昇
し
象
一
た
。
こ
う
し
て
、
商
た
。
特
に
、
資
本
の
価
値
襲
価
格
の
低
下
が
大
き
笹
割
を
は
た

揺
格
の
水
準
の
低
さ
か
ら
見
て
も
、
七
三
年
か
ら
九
四
年
ま
で
が
一
す
。
し
か
し
、
大
不
況
期
に
は
、
恐
慌
を
経
て
も
大
量
の
商
品
資
本
の

っ
の
時
期
と
し
て
・
他
と
区
別
さ
お
　
　
　
　
　
過
剰
診
成
さ
れ
価
格
は
低
下
し
続
け
た
。
価
格
低
下
に
よ
つ
て
過
剰

た
だ
し
・
こ
の
価
格
低
下
の
な
か
に
は
、
生
竪
の
上
昇
に
よ
る
分
な
商
品
資
本
が
処
理
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
限
り
で
は
こ
の
よ
う
た

喜
ま
れ
て
い
る
こ
か
し
・
後
に
と
り
あ
げ
る
よ
う
に
、
現
実
に
は
方
法
で
均
衡
が
回
復
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
資
本
家
に
と
つ
て
容
易
雀

そ
の
分
以
上
の
販
売
価
格
の
低
下
が
生
じ
て
い
た
。
こ
の
後
者
の
嵩
ぬ
こ
と
で
あ
つ
た
。
し
か
も
、
そ
の
背
後
で
不
況
期
に
生
産
は
拡
大
し
、

の
方
が
間
題
で
あ
る
・
い
差
た
範
囲
で
は
、
生
産
量
の
多
さ
が
価
格
過
剰
生
産
は
い
っ
ま
で
轟
消
さ
れ
ず
、
商
品
の
過
剰
が
拡
大
し
た
。

　
　
　
　
一
九
世
紀
末
「
大
不
況
期
」
の
過
剰
資
本
と
生
産
の
集
積
（
山
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
四
〇
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
館
三
号
）

　
し
か
も
、
こ
の
よ
う
た
販
売
価
格
の
低
下
は
、
犬
不
況
期
を
と
お
し

た
傾
向
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
過
剰
生
産
は
、
そ
の
前
後
の
時
期
の
も

の
と
は
区
別
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
従
っ
て
、
次
に
。
、
不
況
局
面
で
の
過
剰
生
産
と
そ
れ
を
も
た
ら
す
過

剰
設
備
の
新
た
た
特
徴
を
見
ね
ば
た
ら
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
産
業
循
環
の
変
容
と
価
格
の
低
水
準
を
、
過
剰
資

本
の
新
た
た
彩
成
要
因
と
形
態
か
ら
分
析
し
よ
う
と
す
る
視
点
は
、
す

で
に
、
ホ
ブ
ソ
ソ
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
帝
国
主
義
の

経
済
的
基
盤
と
し
て
、
一
国
の
過
剰
資
本
の
累
積
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
『
帝
国
主
義
論
』
第
六
章
（
一
九
〇
五
年
・
第
二
版
）
の
な
か
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
企
業
連
合
に
先
立
つ
製
造

工
業
の
自
由
競
争
に
お
げ
る
慢
性
的
状
態
は
、
　
『
生
産
過
剰
』
の
状
態

で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
、
す
べ
て
の
工
場
は
、
弱
小
競
争
者
た
ち
が
純

生
産
費
を
償
う
価
格
で
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
閉

鎖
を
強
制
さ
れ
る
点
ま
で
、
価
格
を
切
り
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め

て
作
業
を
継
続
し
得
る
、
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
…
…
実
際
、
激
し
い

競
争
状
態
と
企
業
連
合
の
状
態
は
共
に
、
機
械
経
済
に
入
っ
た
製
造
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

業
に
お
げ
る
資
本
似
過
剰
を
証
明
し
て
い
る
。
」
　
こ
こ
で
、
ホ
ブ
ソ
ソ

の
言
う
慢
性
的
生
産
過
剰
の
状
態
と
は
、
面
格
低
下
を
特
徴
と
す
る
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
（
四
〇
六
）

不
況
期
に
あ
た
る
。
価
格
低
下
の
原
因
を
、
機
械
経
済
の
生
産
力
を
基

礎
と
し
て
お
さ
え
、
そ
こ
で
の
諸
資
本
間
の
競
争
の
激
化
に
も
と
め
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
、
過
剰
資
本
の
現
わ
れ
で
も
あ
る
、
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
過
剰
た
生
産
設
備
の
蓄
積
の
要
因
や
そ

れ
が
価
格
低
下
に
現
わ
れ
ざ
る
を
得
ぬ
要
因
は
明
ら
か
で
は
た
い
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
遇
剰
資
本
が
価
格
低
下
を
と
う
し
て
小
資
本
の
廃

棄
に
終
る
だ
げ
で
は
な
く
、
価
格
低
下
を
う
た
が
し
た
競
争
を
制
隈
す

る
べ
く
企
業
連
合
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、
過
剰
資
本
の
新
し
い
性

格
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
面
格

低
下
の
背
後
に
従
来
と
違
っ
た
過
剰
資
本
の
性
格
が
あ
る
。

　
（
１
）
　
ミ
・
Ｏ
晋
ユ
貝
　
ｂ
０
８
巨
昌
ｏ
『
く
胃
９
早
　
Ｏ
雰
。
。
¢
旨
冒
い
　
宕
ｏ
。
卜

　
　
　
ｏ
〇
一
一
８
一

　
（
２
）
豊
雪
註
．

　
（
３
）
　
ボ
ー
フ
マ
ー
連
合
は
、
石
炭
・
鉄
鉱
・
鋳
鋼
・
圧
延
・
加
工
の
工
程

　
　
　
を
結
合
し
た
混
合
企
業
で
、
当
時
、
同
地
方
で
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
ヘ

　
　
　
ル
ダ
ー
な
ど
と
な
ら
ぶ
大
企
業
で
あ
る
。

　
（
４
）
　
］
Ｕ
竺
Ｕ
ユ
訂
一
〇
げ
ｏ
箏
ｑ
～
一

　
（
５
）
　
シ
ュ
ピ
ー
ト
ホ
フ
は
、
一
八
七
四
年
か
ら
一
八
九
四
年
ま
で
を
「
不

　
　
　
況
期
」
（
ｏ
ｏ
８
鼻
…
窃
。
・
寝
昌
ｏ
）
と
区
分
し
、
「
一
八
七
四
年
を
も
っ
て
、

　
　
　
景
気
循
環
を
支
配
す
る
法
則
が
変
化
す
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
＞
・
乙
ｏ
旦
ｇ
ぎ
昂
　
ｇ
〇
　
三
『
誌
ｏ
霊
ｈ
婁
ｇ
豊
　
尋
８
訂
竺
品
ｏ
ｐ

　
　
，
↓
夢
巨
零
早
宕
罫
９
Ｈ
軍
（
一
九
；
二
年
執
筆
の
改
訂
版
）



　
一
・
二
．
・
；
・
誓
二
昌
亘
・
一
多
彗
・
掌
。
・
づ
一
く
。
、
。
。
一
一
・
。
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肌
盗

　
　
　
～
婁
雪
勺
婁
葛
；
．
矢
内
原
忠
雄
訳
、
一
萬
裏
論
一
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
芯
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惹
餅

　
　
　
岩
波
藁
甥
二
六
年
、
上
、
一
三
ｑ
…
頁
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器
鳶
凱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｈ
，
１
ｄ
（
　
坑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｕ
．
１
２
蛇
場
　
の
。

　
　
　
　
不
況
期
の
過
剰
設
眺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
州
忠
曲
肛
　
鍍
撤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
，
珊
ゆ
次
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ
ｓ
ｈ
　
わ
　
二
，

　
　
　
１
錨
資
本
の
諦
形
能
一
と
塞
　
　
　
　
　
如
　
　
　
　
　
　
畿
作
鉢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赦
ｅ
↓
は
内
吻

い
ま
見
た
よ
－
ｒ
ラ
イ
一
・
ウ
一
ス
ー
一
ア
ー
レ
一
の
石
錘
鋼
　
倣
　
　
　
　
　
擬
繊
。
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ

業
は
・
大
不
況
期
の
各
不
況
局
面
で
、
生
産
が
増
加
し
、
販
売
驚
が
　
イ
　
　
　
　
　
　
醐
Ｄ
、
・
る
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

低
下
し
続
け
た
。
そ
れ
は
、
牛
産
性
の
上
昇
を
い
ま
し
ぱ
ら
く
お
く
と
、

謝
に
生
産
さ
れ
た
商
品
資
大
が
・
市
場
で
擢
的
に
破
壊
さ
れ
て
い
的
焦
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ボ
、
フ
一
、
連
合
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
年
代
末
ま
で
炭
鉱
で
、
産
出
高
も
労
働
者
数
も
増
加
し
た
が
、
炭

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
以
外
の
景
薔
復
の
条
件
覧
て
お
こ
う
。
生
産
過
程
で
は
、
　
坑
の
産
出
力
は
、
そ
れ
に
応
じ
て
は
充
分
に
利
用
さ
れ
て
い
象
つ
た
。

坐
産
設
備
の
遊
休
化
や
廃
棄
が
行
わ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ぱ
、
石
茱
作
業
は
、
販
売
不
足
の
た
め
一
電
。
一
の
六
。
、
は
自
家
消
費
で
あ
つ
た
の

産
で
の
謹
の
増
減
一
表
・
一
寛
言
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
坑
数
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
昼
間
作
業
優
ら
れ
た
。
し
か
も
一
切
売
は
、
強
い

績
少
し
て
行
く
が
・
そ
の
増
灌
、
産
業
循
環
の
各
局
面
に
そ
く
し
労
賃
の
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
費
用
以
下
で
あ
つ
た
。
生
産
設
備
の

て
い
る
べ
況
期
に
は
・
享
採
炭
坑
数
が
減
少
す
る
。
と
こ
ろ
が
一
探
雰
と
費
用
の
一
廷
ま
で
お
よ
ぶ
よ
う
姦
本
の
価
値
的
な
廃

方
で
休
坑
も
減
少
し
、
総
坑
数
が
減
少
す
る
。
こ
れ
は
、
休
坑
と
い
う
　
　
棄
が
あ
っ
た
。

生
産
設
備
の
遊
休
化
以
上
に
廃
棄
さ
れ
る
監
が
出
て
い
る
こ
と
を
示
　
差
、
銑
鉄
生
産
で
の
一
目
一
炉
数
翁
減
一
表
、
一
を
見
よ
う
。
稼
動
木

し
て
い
る
’
嚢
禦
・
価
値
的
に
は
芝
ろ
ん
の
こ
と
使
用
橿
一
灰
炉
数
と
そ
の
麦
量
は
、
七
八
年
を
節
に
減
少
の
豪
を
た
ど
つ
た
。

　
　
　
　
一
九
世
紀
末
「
大
不
況
期
」
の
過
剰
資
本
と
生
産
の
燦
積
（
山
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
（
四
〇
七
）

数
総
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９
平
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２
平
５
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８
０
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８
ル
ー
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７
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６
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１
１
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１
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採
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）
）
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１
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｛
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１
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ｏ
１
２
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７
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ｏ
４
Ｆ
０
１
■
４
４
４
４
４

均
６
５
平

均
２
３
平
｝

０
３
６
７
２
２
ｏ
ｏ
２
１
１
↓

｝

坑
休
度
年

１
１
５
８
７
～
８
７
１
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１
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６
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１
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１
１
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４表

）む含をグルブソセクレ
○数炉高ツイド全

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

　
）
量
ソ

６
１

３
７
・

６
●
７

４

４

４

７

産
ト

１
２

７
１

８
１

０
．
１

８
・
１

８
６

２
４

６
９

生
万
　
（

２

２

２

３ ４
３

数月
５
３

）
２
（
７７

８

４
６

動

８
４

０
２

７
６

１
５

稼
０
・
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

石
数
は

動
炉

７
５
２

２
６
１

４
５

６
６
１

８
６

４
０

７
２

９
８
１

２
１

１

２
２

１

２

２

４
０
２

８
０

稼
炭

２

２

２

粥
４
２

４
７

６
５

４
４

３

５

３

３

４

４

４

１

３

動
炉

炭
２
２
１

４
７

８
５

６
４

２
４

２
４

１
３

６
２

稼
木数炉

６
９

０
２

６
９

６
８

１
８

８
６

５
５

０
７

２

９
５

６
４

９
５

０
５

沐

炉
数

５
７

６
５

８
０

８
９

１
９
２

４
１

高
総

８
１

４

４

３

２

５
８
２

１
７
２

８
６

３

３
６

３

８
５

２

２

２

度
３
７

６
７
８

７
７

年

８
７

９
７
８

０
８

８
１

３
８

８
１

８
１

６
８
８

７
８
８

０
９

８
１

３
９

８
１

４
９

１

１

１

１ ８
１

８
１

８
１

　
ｏ

１
．
む

３
合

ふ
も

８
，
料

８
８
燃

－
合

９
・
混

　
の

厄
ス
。

　
ク
の

Ｋ
一
も

ひ
コ
の

工
　
，
度

Ｓ
．
炭
年

　
木
７
４

所
－
－

出
に
２

（

生
産
力
の
高
い
石
炭
炉
に
対
し
て
、
ま
ず
木
炭
炉
が
過
剰
な
生
産
設
備

と
な
り
廃
棄
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
生
産
条
件
の
劣
悪
な
小
資
本
の
過
多

の
現
わ
れ
で
あ
る
。
更
に
、
石
炭
炉
数
も
、
産
業
循
環
を
経
つ
つ
、
長

期
的
に
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
恐
慌
や
不
況
期
を
節
に
、
現

存
炉
数
の
減
少
す
た
わ
ち
資
本
の
実
体
に
お
よ
ぶ
破
壊
と
、
稼
動
炉
数

の
減
少
す
な
わ
ち
生
産
設
備
の
遊
休
化
と
い
う
形
で
過
剰
資
本
が
処
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
（
四
〇
八
）

さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
七
三
年
恐
慌
期
に
は
、
稼
動
炉
に
隈
っ
て
見

る
と
、
年
間
の
稼
動
月
数
も
減
少
し
、
資
本
の
稼
動
率
は
一
層
低
下
す

る
。
た
と
え
ぱ
、
ポ
ー
フ
マ
ー
連
合
の
鋳
鋼
工
場
は
、
一
八
七
八
年
に

昼
問
作
業
の
み
で
、
っ
い
に
は
一
ヶ
月
に
五
日
し
か
作
業
し
な
い
程
で

　
　
（
２
）

あ
っ
た
。

　
更
に
、
企
業
の
倒
産
や
株
式
資
本
額
の
増
減
（
表
５
）
に
よ
っ
て
も
、

遇
剰
な
資
本
の
廃
棄
が
明
ら
か
と
な
る
。
七
三
年
恐
慌
以
後
、
株
式
資

本
額
と
株
式
会
杜
数
が
と
も
に
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
彩
，

で
、
い
わ
ゆ
る
「
創
設
期
」
（
Ｏ
、
豪
箒
昌
９
）
の
過
剰
た
資
本
が
廃
棄
さ

れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
ド
ル
ト
ム
ソ
ト
裁
判
所
管
内
で
も
、
七
三
年
か
ら

七
八
年
ま
で
に
、
競
売
一
〇
七
五
件
、
不
渡
り
一
五
二
〇
件
が
あ
つ
か

　
　
（
３
）

わ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
商
品
資
本
の
価
値
破
壊
、
生
産
資
本
と
く
に
生
産
設

　
数

　
杜

　
会
）

５
額

表
館
万

稽

　
絨

数杜
２
９
５
２
３
２
　
　
２
２
２

数杜

２

１

８

６

１

５
１
４
一
４
４

）
ク

会
１

会
１

レ
ノ

業

５
１
０
４
ユ

鉄
業

４

３

Ｓ
ｎ

２
８
４
０
７

４

３

マ

炭

４
１
７
７
１
１

３
０
７
．
１
０
３
６
２
３
２

延

ｙ
Ｚ
Ｃ

万

石

３
一
Ｌ
ｏ
１

１
１
　
　
１
■
１
■
１
・
一

６
３

０
１

９
２

５
９

製
圧

０
８

百

２

ｕ
Ｋ

２

（

１

Ｊ

■

度
３
７
０
１
５
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
■
１
１
■
１
■
１
１
１

度

３

７

Ｏ

２

５

年

年

７
７
８
８
ｎ
ｏ

８
１

８
１

８
１

８
１

８
１

）
所

出
（ 　

釘
か
２
，

ｍ
ｄ
凶
％

　
ｅ
ａ
１

　
魂
Ｋ
～

ｓ
Ｌ
ｍ
汕

ｙ
ｒ
此
跣

・
此
ｅ
・
４
，

　
　
耐
１

　
ｅ
ｕ
吐

Ｊ
趾
ｒ
Ｂ
肌

）
篶
是

所
ｓ
・
比
ｍ
４

出
ｅ
ｒ
Ｓ

（
Ｇ
Ａ
１
ｉ
＆



備
の
廃
棄
や
遊
休
化
、
株
式
資
本
額
の
減
少
や
倒
産
な
ど
を
と
う
し
て
、
　
平
均
一
一
ヶ
眉
以
上
の
操
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
不
況
期
の
生
産
増
加

過
剰
な
資
本
が
恐
慌
期
を
中
心
に
廃
棄
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
再
生
産
は
、
　
が
、
価
格
の
一
層
の
低
下
と
平
行
し
て
い
た
事
実
を
見
る
と
、
こ
の
操

一
時
的
に
縮
小
し
停
滞
Ｌ
た
。
こ
れ
ら
は
、
新
た
な
産
業
循
環
の
出
発
　
　
業
度
の
高
さ
が
そ
れ
だ
げ
で
、
生
産
過
剰
を
も
た
ら
し
、
価
格
低
下
へ

点
を
準
備
し
、
生
産
の
拡
大
や
販
売
価
格
の
上
昇
な
ど
景
気
の
回
復
を
　
　
の
圧
迫
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
高
い
操
業
度
が
た
ぜ
も

も
た
ら
す
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
み
た
よ
う
に
過
剰
た
資
本
が
　
　
た
ら
さ
れ
た
の
か
が
間
題
と
た
る
。
こ
の
点
は
後
に
と
り
あ
げ
る
。

い
く
っ
か
の
形
態
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
価
格
は
　
　
　
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
一
方
で
在
庫
を
形
成
し
不
況
に
対
応
し
っ

容
場
に
上
昇
せ
ず
、
不
況
局
面
は
長
期
化
し
た
。
従
っ
て
、
問
題
は
、
　
　
っ
、
他
方
で
生
産
が
継
続
拡
大
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ぱ
ジ
ー
ガ
ー
ラ

な
ぜ
不
況
期
に
生
産
が
増
加
し
、
過
剰
設
傭
が
新
た
に
形
成
さ
れ
た
の
　
　
ソ
ト
、
ピ
セ
ナ
ー
製
鉄
所
（
書
。
。
。
。
。
箏
。
、
里
。
。
。
。
巨
算
。
箏
戸
９
）
で
は
、
七

か
・
と
い
う
点
で
あ
る
。
次
に
そ
の
事
実
を
見
て
お
こ
う
。
　
　
　
　
　
　
六
年
か
ら
七
九
年
の
不
況
期
の
終
り
か
ら
好
況
期
の
は
じ
め
に
、
生
産

　
　
（
１
）
一
Ｕ
娑
ユ
貫
ｏ
げ
雪
貴
ｏ
ｏ
．
Ｈ
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
二
．
三
二
万
ト
ソ
か
ら
四
．
三
七
万
ト
ソ
に
増
加
し
た
。
そ
の
時

　
　
（
２
）
厚
９
駐
・
ｃ
。
・
一
・
。
。
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
だ
在
庫
は
、
生
産
量
の
三
～
七
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
八

　
　
一
・
二
。
一
、
げ
、
。
。
、
。
。
。
箏
仁
箏
、
。
。
け
、
プ
、
考
。
、
斤
、
、
。
。
。
。
。
、
、
一
。
べ
、
～
一
。
、
、
、
三
年
ま
で
生
産
量
は
・
ほ
ぽ
四
万
ト
ソ
で
あ
一
た
が
・
在
庫
は
八
一
年

　
　
　
雷
９
箒
旨
¢
轟
一
ｃ
ｏ
．
８
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
八
％
を
除
く
と
、
年
平
均
二
五
％
以
上
で
あ
っ
た
。
好
況
、
繁
栄
期

　
　
　
２
不
況
期
の
過
剰
設
術
と
過
剰
生
産
．
　
　
　
　
　
　
　
に
１
す
で
に
過
剰
生
産
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
上
に
、
問
題
は
そ
の
後
の
不

　
さ
き
に
見
た
高
炉
の
例
で
は
、
廃
棄
さ
れ
る
べ
き
過
剰
な
木
皮
炉
や
　
　
汎
期
に
あ
る
。
八
四
年
か
ら
八
六
年
ま
で
、
生
産
量
は
ほ
ぼ
三
万
ト
ソ

石
炭
炉
は
廃
棄
さ
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
剰
生
産
は
容
易
　
　
の
水
準
に
低
下
し
た
が
、
在
庫
は
、
依
然
と
し
て
二
〇
～
三
〇
％
の
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

に
克
服
さ
れ
た
か
っ
た
。
問
題
に
な
る
の
は
、
存
続
し
た
生
産
設
備
で
　
　
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
工
場
は
、
銑
鉄
だ
げ
を
生
産
し
販
売
す
る
単
純
企

あ
る
。
稼
動
し
て
い
た
炉
に
限
れ
ぱ
、
七
三
年
恐
慌
期
を
除
き
、
不
況
　
　
業
で
あ
る
か
ら
、
生
産
物
は
販
売
さ
れ
る
以
外
に
な
い
。
不
況
期
の
価

期
に
も
、
一
方
で
完
全
た
非
稼
動
炉
を
か
か
え
な
が
ら
、
他
方
で
年
問
　
　
格
低
下
に
対
す
る
対
応
策
土
し
て
在
庫
を
形
成
す
る
こ
と
は
、
一
面
で

　
　
　
　
一
九
世
紀
末
「
大
不
況
期
」
の
過
剰
資
本
と
生
産
の
集
積
（
山
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
（
四
〇
九
）
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は
価
格
上
昇
を
ま
つ
こ
と
に
よ
っ
て
直
接
の
減
価
を
回
避
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
他
面
で
は
販
売
さ
れ
な
げ
れ
ぽ
蓄
積
は
遅
れ
、
新
た
な
困
難

さ
を
か
か
え
る
こ
と
に
な
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
在
庫
が
た
だ
残
存

す
る
だ
げ
で
は
な
く
て
、
生
産
継
続
に
よ
っ
て
絶
え
ず
彩
成
さ
れ
て
い

る
。
同
様
に
、
ザ
ー
ル
、
ブ
ル
バ
ッ
ハ
製
鉄
所
（
望
『
罫
ｇ
胃
雲
衰
）
で

は
、
石
炭
生
産
は
、
八
二
年
七
・
二
万
ト
ソ
か
ら
八
五
年
九
・
四
九
万

ト
ン
に
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
、
未
加
工
の
銑
鉄
在

庫
が
生
産
量
の
一
五
％
か
ら
三
〇
％
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

好
況
期
の
八
七
年
か
ら
九
〇
年
に
か
げ
て
は
、
一
〇
％
位
に
低
下
し
て

い
る
の
で
、
こ
こ
で
も
、
不
況
期
に
一
方
で
在
庫
を
増
加
さ
せ
、
他
方

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

で
生
産
が
増
加
し
て
い
る
。
同
工
場
は
、
銑
鉄
生
産
に
続
く
製
鋼
、
圧

延
工
程
を
結
合
し
た
混
合
工
場
た
の
で
、
一
連
の
生
産
工
程
で
、
こ
う

し
た
原
料
在
庫
を
か
か
え
る
容
力
を
、
単
純
企
業
よ
り
も
持
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
面
で
は
価
格
低
下
の
被
害
を
回
避
し
得
る
が
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
過
剰
生
産
を
拡
大
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら
ぬ
と
い
う
こ
と

に
は
た
ら
ず
、
混
合
工
場
は
、
後
に
見
る
よ
う
た
新
た
な
問
題
を
か
か

え
る
こ
と
に
な
る
。
ボ
ー
フ
・
マ
ー
連
合
で
も
、
銑
鉄
生
産
が
、
七
九
年

四
二
一
七
万
ト
ソ
か
ら
八
六
年
二
一
・
六
八
万
ト
ソ
に
増
加
し
て
い
る

が
、
同
時
に
過
剰
と
な
っ
た
銑
鉄
の
在
庫
が
、
こ
の
間
に
年
間
一
・
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
（
四
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

万
ト
ソ
か
ら
五
万
ト
ソ
に
も
達
っ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
在
庫
形

成
と
い
う
消
極
的
な
対
応
策
、
こ
れ
は
同
時
に
蓄
積
を
進
め
る
上
で
新

た
な
困
難
さ
を
か
か
え
る
こ
と
で
も
あ
る
が
、
そ
の
困
難
さ
以
上
に
生

産
を
増
加
さ
せ
る
要
因
が
強
く
作
用
し
て
い
た
。
こ
の
点
が
問
題
で
あ

る
。　

更
に
、
不
況
期
の
赤
字
操
業
が
見
ら
れ
る
。
さ
き
の
ブ
ル
バ
ッ
ハ
製

鉄
所
で
は
、
棒
鋼
が
、
八
四
年
二
・
三
七
万
ト
ソ
か
ら
八
六
年
四
・
一

六
万
ト
ソ
と
増
産
さ
れ
た
が
、
そ
の
問
に
工
場
出
し
値
が
ト
ソ
あ
た
り

一
〇
〇
マ
ル
ク
か
ら
八
○
マ
ル
ク
に
低
下
し
た
。
し
か
し
、
生
産
費
用

は
、
原
料
、
労
賃
、
経
営
費
た
ど
を
含
め
、
一
〇
六
マ
ル
ク
か
ら
八
九

マ
ル
ク
に
低
下
し
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
差
六
～
九
マ
ル
ク
が
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

。
く
赤
字
と
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
赤
字
部
分
が
費
用
に
喰
い
込
み

増
加
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
産
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
が
、
こ
の
混
合
企
業
の
最
終
生
産
物
で
生
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
費
用
の
一
部
を
回
収
す
る
た
め
に
、
や
む
な
く
生
産
増
加
が
強
制

さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
更
に
問
題
に
た
る
の
は
、

こ
の
工
程
で
は
、
赤
字
と
し
て
現
に
過
剰
な
資
本
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る

が
、
混
合
企
業
全
体
と
し
て
は
そ
れ
を
ヵ
バ
ー
し
得
る
の
で
、
生
産
が

こ
の
品
種
の
部
門
で
は
、
市
場
の
拡
大
以
上
の
増
加
率
を
示
し
、
赤
字



に
応
じ
て
減
少
し
て
い
ず
・
し
か
も
、
こ
の
よ
う
た
対
応
が
、
個
々
の
　
　
　
す
ぐ
れ
た
生
産
条
件
を
持
っ
大
資
本
と
そ
う
で
な
い
小
資
本
問
の
競

資
本
の
内
部
に
と
ど
ま
り
、
そ
う
し
た
困
難
さ
を
か
か
え
た
諸
資
本
に
　
　
争
が
、
生
産
量
の
多
さ
と
単
位
あ
た
り
の
費
用
の
安
さ
し
た
が
っ
て
販

よ
る
生
産
が
総
計
と
し
て
市
場
に
あ
ふ
れ
、
価
格
を
一
層
低
下
さ
せ
る
　
　
売
価
格
の
安
さ
で
闘
わ
れ
れ
ぱ
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
存
在
す
る
過
剰
資

こ
と
に
な
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
は
、
そ
れ
た
り
に
小
資
本
の
廃
棄
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
つ
づ
げ
て
い

　
と
こ
ろ
で
・
こ
の
よ
う
な
過
剰
資
本
の
特
徴
に
１
っ
い
て
、
す
で
に
シ
　
　
た
。
不
況
期
に
、
遇
剰
資
本
の
廃
棄
と
い
う
損
失
を
誰
が
背
負
う
か
と

ユ
ピ
ー
ト
ホ
フ
は
、
　
『
経
済
変
動
』
（
一
九
二
三
年
）
で
次
の
よ
う
に
１
指
　
　
い
う
こ
と
が
間
題
に
ー
た
れ
ば
、
こ
う
し
た
不
平
等
な
形
を
と
り
弱
い
資

摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
個
別
企
業
が
、
い
か
に
過
剰
生
産
に
苦
し
　
　
本
が
陶
汰
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
さ
き
に
見

め
ら
れ
・
そ
れ
を
ど
う
克
服
し
よ
う
と
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
　
　
た
よ
う
に
過
剰
た
資
本
が
様
々
た
形
態
で
い
く
ら
廃
棄
さ
れ
よ
う
と
、

に
、
一
八
七
三
年
恐
慌
以
後
の
過
剰
生
産
の
新
た
た
性
格
を
指
摘
し
　
　
そ
こ
に
１
は
問
題
は
た
か
っ
た
。

「
外
的
な
現
象
（
過
剰
生
産
の
結
果
、
た
と
え
ぱ
価
格
低
下
な
ど
ー
引
用
者
）
　
　
　
更
に
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
過
剰
資
本
は
、
存
続
し
た
大
資
本
や

に
対
す
る
企
業
家
の
闘
争
手
段
か
ら
見
る
と
、
過
剰
投
資
を
特
徴
と
す
　
　
混
合
企
業
な
ど
特
に
生
産
を
集
積
集
中
し
た
資
本
の
内
部
に
も
存
在
し

る
老
化
し
た
高
度
な
資
本
主
義
の
過
剰
生
産
の
様
々
な
国
民
的
理
象
が
　
　
た
。
大
量
生
産
の
資
本
は
、
生
産
し
た
商
品
量
に
応
じ
伽
値
破
壊
を
う

　
　
（
５
）

明
ら
か
と
な
る
。
」
　
と
の
べ
、
そ
れ
ら
は
、
一
、
在
庫
の
彩
成
、
二
、
　
　
け
、
巨
大
な
生
産
設
備
を
持
っ
資
本
は
、
操
業
度
の
低
下
に
、
過
剰
資

生
産
制
限
、
三
、
営
業
中
止
、
四
、
ダ
ソ
ピ
ソ
グ
、
輸
出
、
五
、
費
用
　
　
本
が
現
わ
れ
た
。

の
削
減
、
六
、
価
格
切
り
下
げ
次
ど
で
あ
る
、
と
あ
げ
て
い
る
。
し
か
　
　
　
し
か
も
、
そ
う
し
た
資
本
が
、
価
格
低
下
と
い
う
困
難
さ
を
か
か
え

し
・
こ
れ
ら
の
対
応
策
は
、
い
ま
見
た
よ
う
に
１
、
逆
に
当
該
部
門
の
過
　
　
っ
つ
不
況
期
に
生
産
を
増
加
さ
せ
た
。
し
か
し
、
一
時
の
損
失
や
困
難

剰
生
産
を
拡
犬
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
冒
し
て
も
、
過
剰
資
本
の
負
担
を
他
の
資
本
に
お
し
っ
け
、
自
ら
の

　
以
上
の
よ
う
な
過
剰
設
備
や
過
剰
生
産
の
特
徴
か
ら
問
題
点
を
と
り
　
　
資
本
の
充
用
範
囲
を
ひ
ろ
げ
、
商
品
の
量
と
安
さ
で
競
争
戦
を
闘
い
ぬ

だ
そ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
と
す
る
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。

　
　
　
　
一
九
世
紀
末
「
大
不
況
期
」
の
過
剰
資
本
と
生
産
の
集
積
（
山
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
（
四
二
）
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し
か
し
、
従
来
の
不
況
期
の
競
争
の
激
化
と
異
た
る
点
は
、
一
つ
は

生
産
量
の
大
き
さ
が
飛
躍
的
に
増
大
し
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
不
況

期
に
価
格
を
容
易
に
上
昇
さ
せ
な
か
っ
た
。
更
に
こ
れ
は
、
次
の
よ
う

た
意
味
を
持
っ
。
こ
こ
で
は
、
す
で
に
マ
ル
ク
ス
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
充
用
資
本
量
の
増
大
に
応
じ
て
利
潤
量
が
増
大
せ
ず
利
潤
率
が
低

下
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
彩
成
さ
れ
る
過
剰
資
本
や
競
争
戦
で
生
産
条

件
の
劣
悪
た
資
本
が
過
剰
と
な
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
生
産
を
集
積

集
中
し
た
諸
資
本
間
の
生
産
量
の
増
大
が
も
た
ら
す
資
本
の
過
剰
が
間

題
で
あ
る
。

　
次
に
、
従
来
と
は
異
っ
て
、
不
況
期
に
１
、
生
産
を
増
加
さ
せ
、
価
格

を
低
下
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
過
剰
資
本
を
新
た
に
形
成
す
る
要
因
を
見

よ
う
。

　
（
１
）
考
・
雰
昌
彗
・
箏
９
¢
ま
¢
『
９
９
。
・
石
。
・
ぎ
ｃ
ｏ
無
・
豪
邑
・
Ｈ

　
　
　
里
８
亭
睾
豊
弩
；
ｑ
串
８
ぎ
ｈ
ｇ
．
ｑ
¢
考
ｇ
げ
９
盲
量
二
８
９
ｃ
ｏ
．
宕
べ
．

　
（
２
）
雪
曇
５
■
９
・
掌
§
嚢
・
管
長
ぎ
。
・
墨
豪
邑
胃
彗
箒
¢
亨

　
　
　
ｏ
ｑ
ｏ
幸
睾
ず
９
－
彗
ｐ
Ｈ
８
９
ｏ
つ
．
Ｈ
ｏ
ｏ
ト
お
閉
．

　
（
３
）
墨
耳
ぎ
一
９
９
貴
ｃ
り
．
心
鼻

　
（
４
）
く
肇
§
９
９
爵
一
ｃ
。
．
ｏ
岬
一
事

　
（
５
）
ｏ
ｏ
旦
９
ぎ
昇
－
９
彗
寅
団
ｑ
．
Ｈ
．
ｏ
つ
．
峯
８
．

四
六
．
（
四
一

；
　
過
剰
資
本
移
成
要
因
の
拡
大

二
）

　
こ
こ
で
は
、
不
況
期
の
過
剰
生
産
が
拡
大
し
て
い
く
要
因
を
明
ら
か

に
し
、
そ
こ
に
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
過
剰
生
産
の
要
因
を
と
り
だ

し
、
過
剰
資
本
を
秒
成
す
る
新
た
た
要
因
を
分
析
す
る
手
が
か
り
を
つ

か
む
。
た
だ
し
、
現
存
の
実
現
条
件
を
所
与
の
も
の
と
し
よ
う
。

　
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
い
わ
ゆ
る
資
本
の
過
多
は
、
っ

ね
に
根
本
的
に
は
、
利
潤
率
の
低
下
が
利
潤
の
量
に
よ
っ
て
償
わ
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

い
資
本
・
…
－
の
過
多
に
－
…
関
連
し
て
い
る
。
」
　
し
た
が
っ
て
、
は
じ

め
に
、
不
況
局
面
で
大
資
本
と
小
資
本
の
間
に
存
在
し
彩
成
さ
れ
る
過

剰
資
本
を
見
よ
う
。
資
本
の
大
小
に
応
じ
て
生
産
力
や
生
産
方
法
が
異

っ
て
い
る
。
銑
鉄
生
産
で
の
木
炭
炉
と
石
炭
炉
の
比
較
か
ら
過
剰
資
本

（
そ
れ
が
ど
う
い
う
形
態
を
と
る
か
は
別
に
し
て
）
を
生
み
出
す
要
因
を
見
よ

う
。
生
産
能
力
は
、
木
炭
炉
が
、
七
・
八
○
年
代
を
と
う
し
て
、
一
炉

あ
た
り
稼
動
炉
に
限
っ
て
ま
っ
た
く
の
算
術
平
均
で
、
年
間
約
一
ト
ソ

　
　
　
（
２
）

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
石
炭
炉
（
コ
ー
ク
ス
・
木
炭
な
ど
と
の
混
合
燃

料
の
使
用
も
合
め
て
）
は
、
七
三
年
に
同
様
に
し
て
、
八
ト
ソ
強
で
あ
っ

た
。
更
に
販
売
価
格
は
、
七
三
年
に
木
炭
銑
鉄
一
七
六
・
四
マ
ル
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

石
炭
銑
鉄
一
〇
七
・
一
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
（
と
も
に
ル
ク
寸
ソ
ブ
ル
グ
を



　
）

　
ダ

　
ゼ

　
ル

　
イ

＾
Ｏ
　
　
・

表
ネ

　
ｖ

　
↑

　
本

　
資

　
剰

　
過

　
と

　
力

　
能

　
産

　
生

　
の

　
炉

　
高

年
８
７

１
８年

８
０

１
８年

７
８

１
８年

７
５

１
８

年
■７

３
１
８年

７
０

１
８

５Ｌ０２７

３
，

４２

　
７

　
５
・

　
３

　
４

司

消
ソス

ト
晦

ク
石
）

一
鉱
り

コ
（
た

６８

０
．

２６９

０
・

７４１Ｌ

あ
…

ソ
ソ

ト
ト

鉄
）

銑
り

（
た

３５４２０４０２４７０３７５２℃度湿風送

１

６
・

３１

７
・

３６

６
．

３

鉱
％

（
）

合
し

割
対

銑
に

出
石

２

６
・

５ユ６

９
．

Ｏ１
９
５４

９
．

７６

１
・

７

量
の
ソ

産
た
ト

日
あ

均
炉

平
ｏ

００

３
，

２３３

７
．

２８８

７
一

２４０

９
・
１

３

旧
８

　
６

　
５
．

　
４

６９

６
・

３

ト
　
　
ク

鉄
）
ル

銑
り
マ

（
た

用
あ

費
ソ

４６

８
．

３７５

９
・

４３

７
．

Ｏ１９８

５
．

５

）
ｃクル

格
マ
価

（
売

　
販

９

８
．

０１８

６
．

５１２

５
．

７

）
倒

ソ
量

ト
産

（
日

　
高

　
最

４９

６
．

４

５
．ト

は万（量
産
）

生
ソ

含
む
ト
ィ
ツ
全
体
）
こ
の
生
産
能
力
と
価
格
に
現
わ
れ
た
費
用
の
差
が

（
木
炭
銑
鉄
は
主
に
ブ
リ
キ
用
に
１
む
く
と
し
て
生
産
さ
れ
続
げ
る
が
）
、
石
炭
炉

の
支
配
的
な
地
位
を
決
定
的
な
も
の
に
。
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
か

ら
生
れ
る
過
剰
設
備
は
、
廃
棄
さ
る
べ
く
し
て
廃
棄
さ
れ
、
何
ら
障
害

と
な
ら
た
か
っ
た
。

　
　
　
　
一
九
世
紀
末
「
大
不
況
期
」
の
過
剰
資
木
と
生
産
の
集
積

喰
　
ト
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
が
、
問
題
は
、
こ
の
石
炭
炉
に
と
っ
て
、
生
産
能
力

ｅ
　
　
ｎ

Ｗ
　
　
ｉ

｛
　
脆
　
　
　
　
　
の
拡
大
が
、
結
果
的
に
自
ら
を
苦
し
め
る
過
剰
生
産
を
も
た
ら

閑
５
・
町

ｍ
”
ｄ
　
　
　
　
　
す
こ
と
に
し
か
た
ら
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
高
炉
の
生
産

Ｂ
　
　
．
ｍ

卿
他
卿
　
　
　
　
　
能
力
は
、
た
と
え
ぼ
、
ハ
ノ
ー
バ
ー
の
パ
イ
ネ
・
イ
ル
ゼ
ダ
ー

・
。
庇
１
。
　
　
　
　
　
（
４
一

固
、
剥
　
　
　
　
　
製
鉄
所
（
豪
＆
撃
巨
幕
；
ｑ
雰
ま
０
『
考
き
毒
寿
）
の
例
を
見
る

ｅ
・
帥
｛

ｄ
ｎ
ｅ

ｅ
飢
Ｗ
臥
　
　
　
　
と
（
表
６
）
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
る
。
銑
鉄
一
ト
ソ
あ
た
り
の

ｔ
　
ｅ
　
　
８

出
Ｋ
ｅ
ｎ
｝

舳
Ｋ
舳
０
・
　
　
　
　
生
産
費
用
は
、
原
料
価
格
、
労
賃
の
低
下
な
ど
を
含
め
て
、
七

ぎ
州
器
　
　
　
　
　
　
　
一
・
一
　
　
　
　
一
・
一

　
－
ｈ
　
　
　
　
　
○
年
三
六
・
九
六
マ
ル
ク
か
ら
八
七
年
三
ニ
マ
ル
ク
ヘ
低
下
し

熟
一
ギ
て
一
二
一
よ
－
な
生
産
費
用
一
低
下
に
現
わ
れ
た
生
産
能

Ｌ
．
７
　
ｅ
ｅ
　
，
　
，
　
，

・
６
．
皿
舳
６
３
６
１
７
０
伍
　
力
の
拡
大
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
過
剰
生
産
を
拡
大
し
、
価
格

は
９
８
１
・
蝸
＆
＆
＆
＆

等
撚
豊
豊
竺
層
低
下
さ
せ
る
。
七
三
年
か
ら
七
八
年
の
不
況
期
を
見
る

　
３
　
　
　
ｅ
ｎ
　
口
　
ｎ
　
ｎ

，
０
　
　
　
ｓ
　
ｅ
　
ｅ
　
ｅ
　
ｅ

７
５
１
９
Ｈ
酬
肋
肋
肋
肋
　
と
、
生
産
費
用
は
、
ト
ソ
当
り
三
六
・
七
四
マ
ル
ク
低
下
し
て

０
，
５
・
飢
・
　
　
…

７
　
　
ま
ｄ
ま
ま
ま
ま

　
阯
Ｈ
的
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
　
い
る
が
、
販
売
価
格
は
六
八
マ
ル
ク
も
低
下
し
た
。
そ
の
背
後

刑
Ａ
は
ｎ
Ｇ
６
は
旧

咄
　
　
　
　
　
　
　
に
は
次
の
事
態
が
あ
る
。
出
銑
能
力
は
、
七
〇
年
か
ら
七
三
年

　
・
、
　
　
に
か
げ
て
、
所
有
す
る
三
炉
の
な
か
で
、
高
い
時
期
の
平
均
一
目
一
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
　
　
　
　
あ
た
り
、
七
五
・
ニ
ト
ソ
か
ら
一
五
六
・
八
ニ
ト
ソ
と
ほ
ぽ
二
倍
と
た

　
　
　
　
　
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
げ
の
能
力
を
持
ぢ
な
が
ら
、
七
八
年
に
１
は
、
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

　
　
　
　
　
に
し
て
一
〇
八
・
九
ト
ソ
に
低
下
し
て
い
る
。
七
〇
年
代
初
期
に
保
有

　
　
　
　
　
し
た
生
産
能
力
が
、
過
剰
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も

　
　
（
山
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
（
四
一
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
（
四
一
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
っ
た
。
八
○
年
代
で
は
、
ト
ー
マ
ス
転
炉
は
、
一
チ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ｕ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ど

問
題
は
、
生
産
量
で
、
七
三
年
五
．
四
万
ト
ソ
か
ら
七
八
年
六
．
九
万
　
　
ジ
一
〇
ト
ソ
炉
が
普
通
だ
っ
た
の
で
、
換
算
す
る
と
、
八
○
年
代
に
は
、

（
１
０
）

ト
ソ
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
生
産
増
加
こ
そ
が
、
生
産
性
の
上
昇
に
　
　
年
産
一
五
～
二
〇
万
ト
ソ
と
狂
る
。
こ
の
場
合
で
は
、
一
工
場
あ
た
り
、

よ
る
価
格
低
下
以
上
に
、
価
格
を
低
下
さ
せ
た
要
因
で
あ
る
。
諸
資
本
　
　
生
産
能
力
で
は
、
一
〇
倍
ぐ
ら
い
の
差
が
あ
っ
た
。
一
炉
あ
た
り
で
は
、

が
、
不
況
期
に
各
々
こ
の
よ
う
に
生
産
増
加
を
行
い
、
部
門
全
体
の
過
　
　
さ
き
の
パ
ド
ル
エ
場
の
例
で
年
産
五
〇
〇
～
二
一
〇
〇
ト
ソ
、
ト
ー
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

剰
設
備
を
稼
動
さ
せ
、
過
剰
生
産
を
拡
大
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
炉
で
八
七
年
に
三
万
ト
ソ
強
の
例
が
あ
る
。
こ
れ
で
は
三
〇
倍
以
上

　
更
に
、
パ
ド
ル
鋼
生
産
と
ト
ー
マ
ス
鋼
生
産
の
例
を
見
よ
う
。
こ
こ
　
　
の
差
が
あ
る
。
こ
の
生
産
能
力
の
差
は
、
価
格
や
生
産
量
で
市
場
を
占

に
は
、
単
純
小
企
業
と
混
合
大
企
業
の
関
係
も
含
ま
れ
て
い
る
。
バ
ド
　
　
有
し
得
る
か
ど
う
か
の
か
た
め
と
な
り
、
過
剰
資
本
形
成
の
要
因
の
一

ル
鋼
工
場
と
溶
鋼
工
場
の
数
と
生
産
量
は
、
（
表
７
）
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
　
　
つ
と
た
る
。

八
七
．
八
八
年
を
境
に
溶
鋼
生
産
が
支
配
的
に
た
り
、
工
場
数
で
も
、
　
　
　
更
に
、
必
要
な
資
本
量
を
比
べ
よ
う
。
さ
き
の
バ
ド
ル
エ
場
の
例
で

バ
ド
ル
鋼
工
場
の
減
少
、
溶
鋼
工
場
の
増
加
が
長
期
的
な
傾
向
で
あ
る
。
　
は
、
必
要
資
本
額
は
、
八
○
年
代
に
三
〇
万
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
さ
き

こ
の
パ
ド
ル
鋼
工
場
と
ト
ー
マ
ス
鋼
工
場
（
ド
ィ
ッ
で
は
、
の
ち
に
見
る
よ
　
　
の
ト
ー
マ
ス
製
鋼
圧
延
混
合
工
場
で
は
、
バ
ド
ル
法
の
例
と
年
代
や
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

貫
生
産
で
あ
る
と
い
う
点
が
異
た
る
が
、
一
九
〇
〇
年
ご
ろ
に
、
一
五
　
　
好
況
期
で
一
〇
プ
ル
ク
、
不
況
期
で
ニ
マ
ル
ク
安
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

○
○
万
マ
ル
ク
必
要
で
あ
っ
た
。
八
○
年
代
で
も
、
ト
ー
マ
ス
転
炉
の
　
　
安
い
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ネ
ヅ
ト
鉱
」
が
ド
ィ
ツ
で
大
量
に
産
出
さ
れ
た
か

導
入
に
必
要
た
資
本
額
は
、
パ
ド
ル
炉
の
一
〇
倍
以
上
で
あ
っ
た
と
考
　
　
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ト
ー
マ
ス
転
炉
法
は
、
圧
延
工
場
を
結
合
し
混
合

え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
八
○
年
代
初
期
に
、
特
許
使
用
料
だ
げ
で
も
　
　
工
場
化
す
る
こ
と
を
技
術
的
に
可
能
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
費
用
の
節

一
工
場
あ
た
り
、
生
産
最
に
応
じ
て
、
二
〇
万
マ
ル
ク
か
ら
六
五
万
マ
　
　
約
は
、
ト
ソ
あ
た
り
粗
鋼
で
三
・
五
六
マ
ル
ク
、
完
成
品
で
一
五
マ
ル

　
　
　
　
　
　
（
１
６
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

ル
ク
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ポ
ー
フ
マ
ー
連
合
は
、
ト
ー
マ
ス
エ
程
　
　
ク
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
に
は
、
ト
ー
マ
ス
法
の
弱
点
で
あ
る
改
修
費

の
導
入
そ
の
他
の
た
め
に
、
八
○
年
に
二
〇
〇
・
五
万
マ
ル
ク
の
借
り
　
　
の
高
さ
、
石
灰
の
費
用
、
や
き
べ
り
の
多
さ
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
鋼
生
産
に
お
げ
る
こ
れ
だ
け
の
必
要
な
資
本
量
　
　
の
よ
う
た
費
用
の
差
も
、
製
品
価
格
が
安
か
っ
た
だ
け
に
決
定
的
で
あ

の
格
差
と
増
大
は
、
銀
行
資
本
と
の
結
び
っ
き
を
持
っ
た
一
部
の
限
ら
　
　
っ
た
。

れ
た
資
本
の
み
に
、
ト
ー
マ
ス
法
の
導
入
を
可
能
に
し
、
パ
ド
ル
エ
場
　
　
　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
優
位
性
を
も
っ
て
い
な
が
ら
、
ト
ー
マ
ス
鋼

を
没
落
さ
せ
た
。
生
産
が
集
巾
し
、
参
入
が
困
難
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
生
産
が
、
生
産
量
で
支
配
的
に
な
る
の
は
、
最
終
的
に
は
約
一
五
年
後

　
更
に
、
鋼
一
ト
ソ
あ
た
り
の
生
産
費
の
差
を
見
よ
う
。
原
料
の
銑
鉄
　
　
の
九
〇
年
代
な
か
ぱ
で
あ
る
。
品
種
別
生
産
は
（
表
８
）
の
よ
う
で
あ
っ

価
格
は
、
燐
を
含
ん
だ
ト
ー
マ
ス
用
銑
鉄
の
方
が
、
パ
ド
ル
銑
鉄
よ
り
、
　
た
。
た
だ
し
、
レ
ー
ル
生
産
で
は
、
す
で
に
七
五
年
ご
ろ
に
、
パ
ド
ル

８
驚
常
一
一
∴
咋
一
一
一
ぱ
ギ
“
“
“
｛

表
脇
益
÷
臥
几
、
鮒
慨
鉄
計
競
嘗
聾
繋
遅
れ
た
理
塁
技
術
的
に
は
・
ト
ー
一
ス
鋼

　
房
一
セ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
Ｇ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
ユ
・
４
・
ル
用
キ

髄
急
蟻
篶
蟻
脱
驚
岩
一
一
臓
隷
一
∴
肘
簑
ギ
ー
け
Ｈ
讐
饒

　
　
　
　
一
九
世
紀
末
「
大
不
況
期
」
の
過
剰
資
本
と
生
産
の
集
積
（
山
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
（
四
一
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

経
営
的
に
は
、
ト
ー
マ
ス
法
導
入
に
資
本
が
か
か
り
す
ぎ
、
一
部
の
資

本
し
か
導
入
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
パ
ド
ル
法
の
道
徳
的
摩
損
や
ト
ー

マ
ス
法
と
の
競
争
か
ら
受
げ
る
損
失
の
方
が
、
パ
ド
ル
法
に
投
下
し
た

資
本
を
一
挙
に
廃
棄
し
て
し
ま
う
こ
と
が
も
た
ら
す
損
失
よ
り
も
少
た

げ
れ
ば
、
生
産
を
年
々
継
続
し
投
下
し
た
資
本
の
一
部
を
回
収
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
る
。
ま
た
不
況
期
に
は
、
原
料
価
格
の
低
下
が
、
製
品
価

格
の
低
下
を
下
ま
わ
っ
た
の
で
、
ト
ー
マ
ス
法
を
中
心
と
す
る
混
合
工

場
が
、
単
純
な
小
バ
ド
ル
エ
場
よ
り
、
一
方
的
に
有
利
と
は
な
ら
な
か

　
　
　
（
２
１
）

っ
た
こ
と
（
特
に
八
○
年
代
後
半
の
不
況
期
は
そ
う
で
あ
っ
た
）
な
ど
に
よ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
九
〇
年
代
半
ば
を
節
に
パ
ド
ル
炉
、
パ
ド
ル
鋼
工
場

が
過
剰
な
資
本
と
し
て
廃
棄
さ
れ
て
ゆ
く
。

　
と
こ
ろ
で
、
同
じ
溶
鋼
生
産
の
な
か
で
は
、
ベ
ッ
セ
マ
ー
法
か
ら
ト

ー
マ
ス
法
に
移
行
し
て
い
る
。
ト
ー
マ
ス
鋼
が
生
産
さ
れ
は
じ
め
た
八

三
年
で
比
較
す
る
と
、
生
産
費
用
は
か
な
り
の
差
が
あ
っ
た
。
ト
ー
マ

ス
法
に
よ
る
作
業
の
費
用
は
、
ベ
ヅ
セ
マ
ー
法
よ
り
、
改
修
費
を
含
め
、

鋼
ト
ソ
あ
た
り
四
・
六
マ
ル
ク
高
く
、
特
許
使
用
料
も
ト
ー
マ
ス
鉄

（
ト
ー
マ
ス
用
銑
鉄
で
は
な
く
、
そ
れ
を
ト
ー
マ
ス
転
炉
で
加
工
し
た
や
わ
ら
か

い
鋼
の
こ
と
）
ト
ソ
あ
た
り
平
均
三
・
五
マ
ル
ク
か
か
っ
た
。
　
こ
れ
だ

け
で
ト
ー
マ
ス
鉄
の
作
業
費
用
は
、
ベ
ッ
セ
マ
ー
法
よ
り
七
～
八
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
（
四
一
六
）

　
　
　
　
（
２
２
）

ク
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
原
料
の
銑
鉄
価
格
を
見
る
と
、
ベ
ヅ
セ
マ
ー

法
用
の
鉱
の
大
半
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

大
き
く
作
用
し
て
い
る
。
八
三
年
に
は
ト
ー
マ
ス
用
銑
鉄
の
方
が
ト
ソ

あ
た
り
二
一
そ
二
ニ
マ
ル
ク
安
く
、
八
六
年
に
は
二
〇
マ
ル
ク
安
く
充

　
　
　
　
（
２
４
）
（
２
５
）

分
相
殺
で
き
た
。
当
時
、
鋼
価
格
が
低
い
水
準
に
あ
っ
て
困
難
で
あ
っ

た
だ
け
に
、
生
産
費
の
安
さ
は
強
力
に
作
用
し
た
。
そ
し
て
鋼
の
生
産

量
は
、
八
二
年
ト
ー
マ
ス
鋼
二
三
・
五
万
ト
ソ
、
ベ
ッ
セ
マ
ー
鋼
六
八

・
七
万
ト
ソ
を
境
に
、
九
四
年
ト
ー
マ
ス
鋼
二
三
四
・
二
万
ト
ソ
、
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

ツ
セ
マ
ー
鋼
三
八
・
九
万
ト
ソ
と
い
う
差
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
ま
た
、

生
産
能
力
は
、
一
八
九
六
年
に
、
ベ
ッ
セ
マ
ー
法
が
一
チ
ャ
ー
ジ
最
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

八
ト
ソ
、
ト
ー
マ
ス
法
は
二
〇
ト
ソ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
た
生
産
能

力
や
費
用
の
差
が
、
ド
イ
ツ
で
ト
ー
マ
ス
法
が
ベ
ッ
セ
マ
ー
法
よ
り
普

及
し
、
ベ
ッ
セ
マ
ー
炉
が
廃
棄
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
一
方
で
生
産
力
や
資
本
量
が
拡
大
す
れ
ぱ
す
る
だ
け
、

他
方
で
旧
来
の
資
本
や
設
備
が
過
剰
と
な
り
廃
棄
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ

れ
ら
は
、
す
べ
て
、
初
め
に
引
用
し
た
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
の
指
摘
し
た

大
資
本
に
対
す
る
小
資
本
の
過
多
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

事
実
の
中
に
、
過
剰
資
本
彩
成
の
新
た
た
要
因
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。

　
今
み
た
よ
う
に
、
新
た
に
支
配
的
に
た
っ
た
ト
ー
マ
ス
鋼
工
場
が
、



今
度
は
自
分
に
対
し
価
格
低
下
と
い
う
困
難
さ
を
生
み
だ
す
。
こ
の
価
　
　
り
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
鋼
の
生
産
量
は
、
す
べ
て
の
生
産
方
法
を
あ

格
低
下
は
、
一
面
で
は
競
争
戦
で
、
旧
来
の
生
産
方
法
や
小
資
本
を
特
　
　
わ
せ
て
、
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
を
含
む
全
ド
イ
ソ
で
、
八
二
年
二
二
六
・

に
不
況
期
に
駆
逐
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
し
か
し
、
問
題
は
、
生
　
　
一
万
ト
ソ
か
ら
、
八
七
年
三
三
六
・
四
万
ト
ソ
と
急
増
し
、
し
か
も
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

産
量
の
飛
躍
的
増
大
が
過
剰
生
産
と
た
り
、
販
売
価
格
を
低
下
さ
せ
た
　
　
の
不
況
期
の
生
産
の
増
加
率
は
ほ
と
ん
ど
低
下
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が

こ
と
で
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
鋼
の
生
産
費
は
、
ト
ソ
あ
た
り
完
成
品
で
一
　
　
過
剰
生
産
を
拡
大
し
、
価
格
を
一
層
低
下
さ
せ
た
要
因
で
あ
る
。

五
マ
ル
ク
ほ
ど
パ
ド
ル
鋼
よ
り
も
安
か
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
も
、
従
来
の
危
険
を
顧
み
な
い
不
況
期
の
生
産
継
続
と
異
な
る

八
○
年
代
不
況
期
に
す
べ
て
の
品
種
で
平
均
し
て
、
パ
ド
ル
鉄
製
品
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
は
、
生
産
と
資
本
を
集
積
集
中
し
た
一
部
の
大
資
本
問
の
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

四
〇
マ
ル
ク
、
溶
鉄
製
品
は
八
○
マ
ル
ク
も
低
下
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
な
競
争
だ
け
で
そ
の
部
門
全
体
を
価
格
低
下
の
困
難
に
ひ
き
ず
り
こ
ん

　
要
因
は
、
次
の
よ
う
た
点
に
あ
る
。
生
産
能
力
の
飛
躍
的
な
発
展
は
、
　
で
し
ま
う
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

さ
き
に
・
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
が
基
礎
的
な
要
因
で
あ
る
。
そ
の
　
　
　
も
し
、
こ
れ
が
、
産
業
循
環
の
諸
局
面
を
含
み
な
が
ら
も
、
七
三
年

上
で
、
不
況
期
に
費
用
を
低
下
さ
せ
、
一
時
の
危
険
を
冒
し
て
も
生
産
　
　
恐
慌
以
後
の
大
不
況
期
の
特
徴
で
あ
る
価
格
低
下
と
な
っ
て
現
わ
れ
る

量
を
増
加
し
、
市
場
を
占
有
し
、
白
ら
の
資
本
の
充
用
範
囲
を
拡
大
し
、
　
傾
向
で
あ
れ
ぱ
、
生
産
の
集
積
集
中
が
生
み
出
す
こ
の
よ
う
な
過
剰
資

不
況
を
脱
出
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
ト
ー
マ
ス
法
導
入
の
可
能
な
　
本
が
、
大
不
況
期
の
一
要
因
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
本

生
産
と
資
本
を
集
積
し
た
一
部
の
資
本
の
み
が
、
不
況
期
の
諸
資
本
の
　
　
稿
で
は
蓄
積
の
た
め
の
市
場
の
条
件
は
考
察
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
生

競
争
の
な
か
で
、
ト
ー
マ
ス
法
に
ょ
る
生
産
拡
大
を
強
行
し
た
。
す
た
　
　
産
の
集
積
集
中
の
進
展
と
競
争
の
側
か
ら
と
ら
え
た
隈
り
で
の
こ
と
で

わ
ち
、
七
九
年
二
杜
、
八
○
年
二
杜
、
八
一
年
三
杜
、
八
二
年
二
杜
、
　
　
あ
る
。

八
四
年
一
杜
、
八
五
年
二
杜
、
八
六
年
二
杜
、
八
七
年
一
杜
が
、
ル
ク
　
　
　
次
に
１
、
こ
の
よ
う
な
過
剰
な
生
産
設
備
の
蓄
積
が
・
一
部
の
諸
資
本

セ
ソ
ブ
ル
グ
を
含
む
全
ド
ィ
ッ
で
ト
ー
マ
ス
法
を
導
入
し
、
不
況
の
最
　
　
問
の
競
争
の
な
か
で
、
過
剰
生
産
を
拡
大
し
、
価
格
を
低
下
さ
せ
る
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

中
に
生
産
を
始
め
て
い
る
。
導
入
企
業
は
、
す
べ
て
大
混
合
企
業
ぱ
か
　
　
態
を
み
よ
う
。

　
　
　
　
一
九
世
紀
末
「
大
不
況
期
」
の
過
剰
資
本
と
生
産
の
集
積
（
山
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
（
四
一
七
）

、



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

（
１
）
内
．
く
彗
戸
一
Ｕ
爵
冒
昌
”
－
一
冒
・
昌
・
巨
警
く
邑
事
匝
胃
．

　
　
旨
一
－
８
９
　
ｃ
り
．
８
Ｈ
．
『
資
本
論
』
、
第
四
分
冊
、
　
大
月
書
店
版
、

　
　
三
一
四
、
三
一
五
頁
、

（
２
）
ｃ
。
奪
奪
ぎ
げ
窃
旨
耳
巨
ｏ
げ
葦
Ｏ
鍔
宗
募
・
ぎ
雰
事
・
－
。
・
・

　
　
ｏ
．
雰
三
早
Ｈ
。
。
。
。
９
　
ｏ
ｏ
．
・
。
Ｈ
・
よ
り
算
出
、
生
産
量
÷
稼
動
炉
数
、
稼

　
　
動
月
数
が
一
一
ケ
月
以
上
な
の
で
、
生
産
能
力
に
近
い
数
値
が
で
て
い

　
　
る
。

（
３
）
　
向
冨
邑
Ｐ
総
価
纐
÷
生
産
量
、

（
４
）
　
パ
ィ
ネ
・
イ
ル
ゼ
ダ
ー
製
鉄
圧
延
工
場
は
、
ボ
ー
フ
マ
ー
連
合
な
ど

　
　
と
な
ら
ぶ
中
部
ド
イ
ツ
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
第
一
の
製
鉄
・
製
鋼
・
圧
延
混

　
　
合
企
業
で
あ
り
、
こ
の
例
は
、
ベ
ッ
ク
や
ケ
ス
ト
ナ
ー
も
と
り
あ
げ
て

　
　
い
る
。

（
５
）
甲
墨
戸
９
〇
三
募
９
ｐ
ヨ
一
９
彗
オ
８
茅
警
品
彗
－
箏
ｑ
弩

　
　
勺
９
鶉
■
ｏ
ｏ
＆
睾
里
ｏ
つ
ｇ
ぎ
ｑ
自
ｏ
ｏ
け
ユ
９
宕
§
一
一
違
９
乙
ｏ
．
違
．

（
６
）
向
９
邑
Ｐ
ｃ
。
．
奉

（
７
）
雲
９
萱
一
ｃ
ｏ
．
ｏ
Ｈ
．

（
８
）
要
９
監
一
〇
〇
．
べ
Ｈ
．

（
９
）
厚
彗
註
一
ｃ
り
．
声

（
１
０
）
　
向
げ
彗
影
一
ｃ
ｏ
．
さ
．

（
ｎ
）
　
向
げ
ｏ
箏
ｑ
ぎ
ｃ
ｏ
．
旨
一

（
１
２
）
　
靹
｛
冒
彗
早
９
彗
註
一
ｃ
ｏ
．
弓
．

（
１
３
）
　
向
訂
邑
ぎ
ｃ
ｏ
．
８
．

（
１
４
）
　
■
霧
ｏ
打
冒
ｏ
Ｏ
易
ｏ
巨
ｏ
罧
¢
ｐ
易
｝
げ
ｏ
易
一
声
罧
．
蜆
．
零
彗
箏
－

　
　
。
。
争
尋
ｏ
昇
宕
８
一
〇
〇
・
３
・
９
・
中
沢
護
人
訳
、
『
鉄
の
歴
史
』
第
五
巻

五
二
　
（
四
一
八
）

　
　
第
三
分
冊
、
昭
和
四
七
年
、
一
二
二
頁
、

（
１
５
）
向
箒
邑
Ｐ
ｃ
ｏ
．
－
８
ｏ
。
・
寄
訂
里
｛
ｏ
の
例
、
三
炉
ｘ
（
一
〇
～
二
下

　
　
ソ
）
年
産
一
〇
万
ト
ソ
で
あ
っ
た
。
同
訳
、
第
四
分
冊
、
一
一
九
頁
、

（
１
６
）
■
ぎ
ざ
君
買
；
＆
§
童
箏
ぎ
プ
ー
事
箪
肇
ぎ
ぎ
思
畠
．

　
　
く
胃
訂
－
冒
ｐ
易
９
庁
１
ｏ
ｏ
匡
９
一
団
賢
－
ｐ
Ｈ
ｏ
。
漫
一
〇
〇
．
違
一
．

（
１
７
）
Ｕ
警
『
－
亘
９
彗
註
一
ｃ
つ
．
轟
。
。
一
違
◎
・

（
蝸
）
『
床
易
ヨ
貫
ｇ
¢
箒
巨
吻
身
彗
向
冨
§
警
９
■
肩
一
。
・
・
宕
§

　
　
ｏ
ｏ
．
串
．

（
１
９
）
岸
員
昌
彗
Ｐ
争
竃
蟹
一
ｃ
つ
．
Ｎ
冒
一
Ｎ
弟

（
２
０
）
雰
ｏ
ぎ
９
彗
旨
一
ｃ
ｏ
」
富
ト
　
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
を
含
む
ド
イ
ツ
、

　
　
同
訳
、
第
四
分
冊
、
ニ
ハ
八
頁
、

（
２
１
）
串
｛
昌
彗
Ｐ
９
彗
註
一
〇
〇
・
Ｈ
お
・

（
２
２
）
　
穴
易
ヨ
零
一
９
彗
竈
一
〇
つ
．
Ｓ
．

（
２
３
）
思
ｏ
打
９
彗
壼
一
ｃ
ｏ
．
り
・
◎
べ
．
同
訳
、
第
四
分
冊
、
九
八
頁
、

（
２
４
）
　
宍
易
ヨ
撃
一
９
彗
監
一
ｃ
ｏ
．
轟
・

（
２
５
）
思
ｏ
〆
９
彗
註
一
ｃ
ｏ
・
８
。
◎
・
同
訳
、
第
四
分
冊
、
一
一
〇
頁
、

（
２
６
）
（
２
７
）
雲
彗
蟹
一
ｃ
ｏ
・
Ｈ
◎
閉
べ
・
同
訳
、
第
四
分
冊
、
一
七
一
頁
、

（
２
８
）
向
冨
邑
Ｐ
の
・
Ｈ
８
卜
同
訳
、
第
四
分
冊
、
一
七
八
頁
、

（
２
９
）
－
．
宍
冒
ミ
易
軍
９
¢
Ｏ
霧
９
一
〇
罧
ｏ
ｑ
９
憲
。
・
ｏ
宗
『
ト
ま
ｏ
ま
『

　
　
暮
け
ｇ
宗
昌
穴
嵩
ざ
凹
豪
８
易
一
｝
ｑ
．
崔
一
屠
昌
阜
宕
ｓ
一
ｃ
ｏ
．
Ｈ
８

　
　
～
一
８
一

（
３
０
）
雰
ｏ
打
９
彗
監
一
ｃ
ｏ
・
ぎ
軍
同
訳
、
第
四
分
冊
、
ニ
ハ
九
頁
、



６

三
い 大

不
況
期
の
生
産
の
集
積
集
中
と
過
剰
資
本

固
定
資
本
の
巨
大
化
と
混
合
企
業
化

　
固
定
資
本
の
巨
大
化
や
混
合
企
業
化
が
、
不
況
期
の
過
剰
生
産
拡
大

の
新
た
な
要
因
と
な
る
こ
と
は
、
す
で
に
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
や
ハ

イ
マ
ソ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
は
じ
め
に
、

こ
の
中
か
ら
新
た
な
間
題
を
見
つ
け
だ
す
た
め
に
、
こ
れ
ら
を
検
討
し

て
お
こ
う
。

　
固
定
資
本
の
巨
大
化
を
見
よ
う
。
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
の
『
金
融

資
本
論
』
（
一
九
〇
九
年
）
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
資
本
制
生

９
．
一
ぐ

メ

）ダゼルイ・
　
）

ネ
ク

イ
ル

パ
　
マ

ｒ
＼
Ｏ

費
ｏ
ｏ

産
Ｌ

生
（

工
」

用費定固

年
７
９
１
８

０
９
１
０
　
　
９
　
　
　
０
　
　
　
　
０
Ｑ
Ｕ
「
ｏ
６
　
０
　
　
　
．
　
　
１
　
　
　
　
２
　
０
０
　
ｎ
６
　
７
‘
　
　
ｃ
Ｕ
　
　
　
　
　
７
‘
　
　
　
Ｏ
Ｊ
　
　
　
　
［
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

年
７
４
１
８

○
ム
　
ｏ
ｏ
　
Ｆ
ｏ
　
Ｆ
〇
　
　
一
Ｌ
ｏ
　
　
　
１
　
　
　
　
４
ｏ
Ｏ
　
ｏ
Ｏ
　
ｏ
Ｏ
　
［
０
　
　
　
．
　
　
　
（
Ｏ
　
　
　
　
Ｏ
Ｊ
　
ｏ
ｏ
２
　
７
　
　
８
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ
　
　
　
９
　
　
　
　
７
　
　
　
　
　
　
　
１
■
　
　
　
　
４

年
７
３
蝸

（
）
（
ｏ
　
５
　
１
　
　
７
　
　
　
ユ
　
　
　
　
８
Ｑ
Ｊ
０
４
　
ｏ
ｏ
　
　
．
　
　
　
０
　
　
　
　
６
１
■
　
ｏ
ｏ
　
２
　
（
ｏ
　
　
＾
ｏ
　
　
　
　
　
【
、
Ｕ
　
　
　
９
】
　
　
　
　
「
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
１
■
　
　
　
　
４

Ｌ７３０７３，４
３
２

Ｓ
．

もｄ
ｎｅｂｅ，ｎｈＯＲ）所出（

産
の
最
も
発

展
し
た
部
面
、

つ
ま
り
重
工

業
で
は
、
固

定
資
水
は
巨

大
化
し
て
い

る
。
そ
し
て
、

「
い
ち
ど
投

一
九
此
紀
末
「
大
不
況
期
」

の
過
剰
資
本
と
生
産
の
集
積
（
山
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

下
さ
れ
た
資
本
の
流
出
は
困
難
と
た
る
。
」
し
か
も
、
「
資
本
の
破
壊
も

こ
こ
で
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
」
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
場
面
で
、

固
定
資
本
の
巨
大
さ
が
過
剰
生
産
の
拡
大
に
つ
な
が
る
理
由
は
、
す
で

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
固
定
資
本
の
大
き
さ
に
応
じ

て
、
生
産
が
継
続
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
た
と
え
ぽ
、
バ
イ
ネ
・
イ
ル
ゼ
ダ
ー
製
欽
所
の
固
定
的
た
性
格
を
持

っ
費
用
と
生
産
量
の
関
係
（
表
９
）
を
見
よ
う
。
固
定
資
本
が
、
総
資
本

に
占
め
る
割
合
の
大
き
さ
は
、
年
々
の
経
営
費
、
償
却
費
、
利
子
負
担

な
ど
に
現
わ
れ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
固
定
的
な
費
用
は
、
生
産
量
の

変
動
と
比
較
す
る
と
、
梢
対
的
に
独
立
し
一
定
の
水
準
に
あ
る
。
そ
し

て
、
生
産
量
の
増
加
に
よ
っ
て
、
負
担
す
る
べ
き
単
位
商
品
あ
た
り
の

固
定
的
た
費
用
の
部
分
は
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
資
本
の
生

産
量
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
こ
と
に
た
る
。
そ
し
て
、
結
果
的
に
は
、

単
位
商
品
あ
た
り
の
固
定
的
た
費
用
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
生
産
が
増

加
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
個
別
資
本
に
と
っ
て
単
位
商
品
あ
た

り
の
生
産
費
用
を
減
少
さ
せ
、
不
況
期
の
価
格
低
下
に
対
す
る
対
応
策

で
も
あ
る
が
、
部
門
全
体
に
と
っ
て
見
れ
ぱ
、
こ
の
生
産
増
加
が
各
々

の
資
本
の
も
と
で
起
り
、
過
剰
生
産
を
拡
大
し
、
価
格
を
一
層
低
下
さ

せ
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
資
本
が
生
産
を
集
積
集
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
（
四
一
九
）
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し
固
定
資
本
の
巨
大
化
が
生
み
だ
す
価
格
低
下
と
い
う
困
難
さ
を
、
ポ

ー
フ
プ
ー
連
合
会
長
ル
イ
ス
・
バ
ー
ル
は
、
ボ
ー
フ
ム
商
業
会
議
所
で

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
杜
史
の
著
者
（
宍
Ｕ
警
『
ぎ
）
が
ま
と
め
た

も
の
を
見
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
宿
命
的
な
事
態
は
、
過
剰
生
産
が
、
低

下
し
た
価
格
を
克
服
す
る
力
を
欠
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
石
炭
業
と
製
鉄
業
で
は
、
拡
張
さ
れ
た
生
産
設
備
で
生
産
さ

れ
、
そ
の
た
め
に
固
定
費
用
の
特
別
な
高
さ
を
考
慮
し
た
げ
れ
ぱ
な
ら

な
く
な
っ
た
。
資
本
主
義
に
そ
た
わ
っ
た
恐
慌
に
よ
る
強
制
的
た
生
産

制
隈
は
貫
か
れ
な
い
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、
巨
大
な
生
産
設
備
は
、
償

却
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ず
、
市
場
の
状
態
を
ま
っ
た
く
考
慮
せ
ず
、
生
産
の

最
小
の
大
き
さ
を
前
提
し
て
い
る
。
そ
の
上
に
、
不
況
期
に
こ
そ
、
そ

の
生
産
設
備
は
、
そ
の
完
全
な
利
用
と
早
期
の
償
却
あ
る
い
は
単
位
商

品
あ
た
り
の
費
用
の
一
層
の
低
下
を
、
い
い
か
え
れ
ぽ
そ
の
た
め
の
生

産
増
加
を
強
制
す
る
。
そ
れ
で
、
不
況
期
に
生
産
を
制
限
す
れ
ぽ
投
下

資
本
の
減
価
を
意
味
し
、
生
産
の
継
続
は
、
損
失
を
と
も
た
い
つ
つ
も

生
産
を
ひ
か
え
る
よ
り
は
よ
り
小
さ
な
悪
化
と
し
て
、
資
本
に
は
う
つ

（
３
）

る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
生
産
設
備
の
大
き
さ
が
規
定
す
る
生
産
量
が
生
み
だ
す

過
剰
生
産
あ
る
い
は
過
剰
設
備
の
例
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
（
四
二
〇
）

だ
し
、
一
九
〇
〇
年
ご
ろ
の
例
で
あ
り
、
す
で
に
過
剰
設
備
が
直
接
に

過
剰
生
産
を
生
み
、
価
格
低
下
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
大
不
況
期
を
脱
出

し
て
い
る
。
す
た
わ
ち
、
そ
の
こ
ろ
、
マ
ル
チ
ソ
炉
は
、
三
炉
Ｘ
日
産

五
〇
ト
ソ
、
年
産
四
・
五
～
六
万
ト
ソ
生
産
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

め
て
採
算
が
と
れ
る
、
と
さ
れ
て
い
た
。
一
八
九
〇
年
代
末
に
、
マ
ル

チ
ソ
炉
は
、
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
を
含
む
ド
イ
ツ
全
体
で
、
約
二
五
〇
炉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

生
産
量
は
一
七
〇
万
ト
ソ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
例
で
採
算
が
と

れ
る
範
囲
で
生
産
さ
れ
た
と
す
る
と
、
年
産
三
六
〇
～
四
八
○
万
ト
ソ

生
産
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
そ
の
半
分
以
下
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
約
半
数
以
上
の
マ
ル
チ
ソ
炉
が
過
剰
設

備
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
種
の
過
剰
資
本
が
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
（
鉄
道
業
の

急
成
長
を
媒
介
に
し
た
基
軸
産
業
の
綿
工
業
か
ら
重
工
業
へ
の
移
行
）
に
と
も

た
い
六
〇
～
七
〇
年
代
に
画
期
性
を
も
っ
て
現
わ
れ
て
来
る
点
は
、
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。

　
更
に
、
個
別
資
本
に
よ
る
生
産
の
集
積
集
中
の
発
展
の
一
つ
と
し
て
、

こ
れ
以
外
に
混
合
企
業
化
が
あ
る
。
　
ハ
イ
マ
ソ
は
、
　
『
混
合
企
業
』

（
一
九
〇
四
年
）
で
、
そ
の
利
点
を
指
摘
し
っ
っ
、
す
で
に
他
面
で
、
そ

れ
は
む
し
ろ
部
門
全
体
の
過
剰
資
本
を
拡
大
す
る
、
と
い
う
混
合
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６



化
の
矛
盾
を
見
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
資
本
の
不
動
化
（
固
定
資
本
　
　
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
会
長
ル
イ
ス
・
バ
ー
ル
は
、
次
の
よ
う
に
答
え

が
に
大
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
Ｈ
一
旨
昌
。
巨
一
乙
。
一
。
、
巨
、
・
。
）
が
、
混
合
企
業
化
と
ヵ
　
　
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
製
鉄
所
は
、
産
業
循
環
か
ら
独
立
し
て
、
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

ル
テ
ル
彬
成
の
前
提
で
あ
り
、
ド
ィ
ツ
の
ど
の
地
域
を
見
て
も
、
そ
う
　
　
料
と
市
場
の
確
保
の
た
め
に
混
合
化
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
不
況
期
の

で
あ
つ
た
と
し
て
、
そ
の
矛
盾
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
　
　
価
格
低
下
に
耐
え
ね
ぱ
た
ら
た
い
。
従
っ
て
、
工
程
の
一
部
に
過
剰
設

お
、
不
況
期
の
「
経
営
の
全
而
的
葎
止
は
、
固
定
資
本
の
負
担
が
一
備
が
あ
一
た
と
し
て
も
し
か
た
が
、
と
混
合
企
業
化
の
必
要
性
と

　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

属
ひ
ろ
が
る
の
を
放
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
」
　
そ
れ
で
、
生
産
が
あ
る
　
　
弱
点
を
あ
げ
て
い
る
。

程
度
継
続
さ
れ
、
そ
の
緕
果
過
剰
生
産
と
な
り
、
　
「
工
場
は
、
注
文
を
　
　
　
こ
の
よ
う
た
混
合
企
業
が
生
み
だ
す
過
剰
生
産
が
六
〇
年
代
以
後
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

も
と
め
、
そ
れ
に
応
じ
る
べ
く
値
引
す
る
、
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
　
顕
著
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
ハ
ィ
マ
ソ
が
既
に
明
ら
か
に
し
て
い
る

こ
の
よ
う
に
、
混
合
工
場
は
、
一
方
で
ぎ
に
見
た
よ
う
に
、
過
剰
な
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
吟
こ
こ
で
は
・
あ
っ
か
わ
な
、

商
口
ｍ
を
内
部
で
保
留
し
得
る
容
力
を
持
つ
が
、
他
方
で
各
工
程
を
結
合
　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
固
定
資
本
の
巨
大
化
や
混
合
企
業
化
は
、
特
に
不
況

し
て
い
る
た
め
に
、
固
定
資
本
の
割
合
が
大
き
く
、
そ
の
負
担
を
軽
く
　
　
期
の
過
剰
生
産
拡
大
の
新
た
な
、
六
〇
～
七
〇
年
代
以
後
に
特
徴
的
な

す
る
た
め
に
、
生
産
が
継
続
さ
れ
、
不
況
期
に
販
売
の
た
め
に
価
格
は
　
　
要
因
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
っ

一
層
低
下
す
る
。
し
か
し
、
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
固
定
資
本
の
圧
迫
　
　
た
。
こ
こ
で
、
こ
の
な
か
に
新
た
な
問
題
を
見
い
出
す
と
す
れ
ぱ
、
そ

だ
け
で
は
た
く
、
一
企
業
と
し
て
採
算
が
と
れ
て
い
る
場
合
、
採
算
の
　
　
れ
は
次
の
よ
う
に
た
る
。

と
れ
る
工
程
の
前
後
の
丁
程
で
は
、
そ
の
丁
程
に
あ
わ
せ
て
生
産
す
る
　
　
　
い
ま
み
た
二
っ
の
要
因
は
、
生
産
の
集
積
集
中
の
個
々
の
内
容
で
あ

た
め
に
過
剰
生
産
に
た
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
過
剰
生
産
の
避
　
　
り
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
そ
れ
が
個
別
資
本
に
っ
い
て
の
こ
と
な
の

け
が
た
さ
も
、
価
格
低
下
に
作
用
Ｌ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ボ
ー
フ
マ
　
　
か
、
部
門
内
の
諸
資
本
問
の
こ
と
な
の
か
は
問
題
に
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

－
連
合
で
は
、
七
五
年
株
主
総
会
で
も
、
い
わ
ゆ
る
創
設
期
の
過
剰
た
　
　
と
こ
ろ
が
、
さ
き
に
ト
ー
マ
ス
法
の
導
入
の
と
こ
ろ
で
見
た
よ
う
に
、

設
備
投
資
が
、
価
格
の
低
下
と
需
要
の
減
少
に
と
も
放
っ
て
問
題
と
な
　
　
不
況
期
の
生
産
増
加
と
価
格
の
低
下
は
、
あ
る
部
門
の
生
産
と
資
本
を

　
　
　
　
一
九
世
紀
末
「
大
不
況
期
」
の
過
剰
資
本
と
生
産
の
集
積
（
山
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
（
四
二
一
）
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集
中
し
た
一
部
の
諸
資
本
間
の
競
争
と
集
積
が
要
因
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
た
生
産
の
集
積
集
中
が
生
み
だ
す
過
剰
設
備
が
、
無
制
限
な

競
争
の
な
か
で
、
過
剰
生
産
を
拡
大
し
、
価
格
低
下
と
な
っ
て
現
わ
れ

た
。　

し
た
が
っ
て
、
個
々
の
資
本
が
た
と
え
ぱ
今
み
た
よ
う
た
要
因
を
も

と
に
生
産
を
集
積
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
基
礎
に
し
て
、
そ
う
し
た
諸

資
本
が
部
門
の
生
産
の
大
半
を
集
中
し
、
部
門
内
で
展
開
す
る
競
争
と

そ
こ
で
生
み
だ
さ
れ
る
過
剰
資
本
が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
を
次
に
見

よ
う
。

　
　
（
１
）
宛
．
雪
一
｛
胃
ａ
畠
二
Ｕ
竃
｝
ぎ
彗
淳
昌
言
ピ
思
昌
Ｐ
Ｈ
旨
９
ｃ
ｏ
・
ミ
ド

　
　
　
林
要
訳
、
『
金
融
資
本
論
』
、
国
民
文
庫
、
第
二
分
冊
、
一
六
頁
、

　
　
（
２
〉
豊
窒
魯
一
同
訳
、
第
２
分
冊
、
ニ
ハ
頁
、

　
　
（
３
）
畏
巨
員
・
げ
９
貴
・
。
・
§
・
嚢
・

　
　
（
４
）
尋
壱
彗
員
９
彗
寅
ｃ
つ
・
心
Ｈ
・

　
　
（
５
）
　
霧
ｏ
ぎ
９
彗
註
一
〇
〇
・
き
閉
べ
・
同
訳
、
第
四
分
冊
、
一
七
一
頁
、

　
　
（
６
）
　
た
と
え
ば
、
有
田
辰
男
、
「
産
業
循
環
の
変
容
と
過
剰
贋
本
１
『
大

　
　
　
　
不
況
』
と
関
連
し
て
１
」
、
『
経
営
と
経
済
』
、
第
五
二
巻
二
号
、
七
七

　
　
　
　
～
一
一
一
頁
、
藤
田
暁
男
、
「
産
業
構
造
、
産
業
循
環
の
変
容
の
歴
史
と

　
　
　
　
論
理
」
１
「
大
不
況
」
の
出
現
過
程
を
中
心
に
Ｌ
高
木
幸
二
郎
編
、

　
　
　
　
『
再
生
産
と
産
業
循
環
』
、
一
九
七
三
年
、
二
一
九
ｚ
二
四
六
頁
、
を
参
照
。

　
　
（
７
）
患
壱
彗
阜
９
Ｓ
貧
ｏ
。
・
虐
Ｎ
・

　
　
（
８
）
（
９
）
塁
彗
寅
ｏ
。
・
竃
Ｎ
・

（
１
０
）
　
］
）
堅
Ｕ
ユ
旨
一

ｏ

ｇ
ｇ
註
一

五
六
　
（
四
二
二
）

ｃ
ｏ
．
Ｈ
胃
一

生
産
の
集
積
集
中
と
過
剰
資
本

　
は
じ
め
に
、
生
産
の
集
積
集
中
の
進
展
の
も
と
で
展
開
さ
れ
る
無
制

限
た
競
争
を
ど
お
し
て
過
剰
生
産
が
拡
大
す
る
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
、

す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
所
を
詳
し
く
見
て
お
こ
う
。
レ
ヴ
ィ
は
、

こ
れ
を
『
独
占
、
カ
ル
テ
ル
、
ト
ラ
ス
ト
』
（
一
九
〇
九
年
執
筆
）
で
と
り

あ
げ
て
い
る
。
直
接
に
は
、
成
立
し
た
独
占
の
も
と
で
の
過
剰
生
産
を

見
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
生
産
の
集
積
集
中
の
進
展
が
独
占
を

も
た
ら
し
た
と
す
れ
ぱ
、
　
「
次
に
一
つ
の
間
題
が
残
ゐ
。
そ
れ
は
、
独

占
の
・
…
：
成
功
は
主
に
…
…
過
剰
生
産
に
対
す
る
一
定
の
支
配
い
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

に
か
か
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
　
と
問
題
が
過
剰
資
本
の

処
理
に
あ
る
こ
と
を
限
定
し
て
、
も
し
、
ト
ラ
ス
ト
が
過
剰
生
産
を
う

ま
く
処
理
で
き
な
い
と
す
れ
ぱ
「
コ
ソ
ピ
ネ
ー
シ
ヨ
ソ
は
、
自
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

徐
々
に
増
大
す
る
過
剰
資
本
の
死
重
を
か
か
え
る
こ
と
に
た
る
。
」
と

い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
た
困
難
さ
は
、
次
の
よ
う
な

事
態
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ぱ
「
（
生
産
を
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

用
者
）
集
積
し
た
大
企
業
と
新
し
い
競
争
者
が
対
決
す
る
」
場
合
で
あ

り
、
そ
れ
は
「
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
生
産
物
が
多
量
に
増
加
す
ゐ



の
で
、
市
場
を
見
い
出
す
た
め
に
は
、
需
要
の
大
き
な
増
加
か
、
新
し
　
　
　
史
に
、
ヒ
ル
フ
ァ
ｉ
デ
ィ
ソ
グ
は
、
さ
き
の
引
用
の
す
ぐ
後
で
、
こ

い
企
業
や
独
占
に
と
っ
て
不
利
た
水
準
へ
の
価
格
の
低
下
が
た
け
れ
ぱ
　
　
の
よ
う
な
生
産
の
集
積
集
中
と
競
争
の
関
係
に
っ
い
て
、
指
摘
し
て
い

　
　
　
（
４
）

な
ら
な
い
。
」
　
そ
し
て
、
そ
の
生
産
物
の
増
加
の
要
因
の
一
っ
で
あ
る
　
　
る
。
と
こ
ろ
で
、
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
の
考
え
の
中
で
は
、
従
来
、
主

「
企
業
の
生
産
力
の
増
大
の
契
機
は
、
技
術
的
に
も
経
済
的
に
も
有
利
　
　
に
固
定
資
本
の
巨
大
化
と
い
う
視
点
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

さ
の
点
で
需
要
の
大
き
さ
を
追
い
越
し
」
、
　
さ
き
の
よ
う
な
「
独
占
を
　
　
し
、
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
を
基
礎
と
す
る
諸
資
本
問
の
競
争
の
閉
塞
状
況

彩
成
し
よ
う
と
す
る
現
存
諾
企
業
の
傾
向
癒
限
さ
れ
竺
と
い
う
の
方
が
、
生
産
の
霧
集
中
の
蓑
が
自
ら
去
出
す
矛
盾
室
隻

の
で
あ
る
・
こ
こ
で
は
・
成
立
し
た
独
占
と
新
参
入
と
の
競
争
が
問
題
　
　
得
て
い
て
、
注
目
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
点
だ
と
考
え
る
。
ヒ
ル
フ
ァ

に
１
た
っ
て
い
る
が
、
競
争
が
無
制
限
に
展
開
さ
れ
価
格
が
低
下
す
る
条
　
　
ー
デ
イ
ソ
グ
の
場
合
は
、
直
接
に
は
、
重
工
業
部
門
の
利
潤
率
の
低
下

件
が
あ
る
限
り
、
独
占
形
成
過
程
で
も
同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
　
　
を
問
題
に
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
大
不
況
期
の
価
格
低
下
を
も
た

す
た
わ
ち
・
生
産
藁
積
集
ｔ
た
諸
資
本
の
も
と
で
巨
大
窄
産
力
ら
す
よ
う
盗
裂
本
形
成
の
要
因
と
彩
態
の
指
摘
が
ふ
ぐ
ま
れ
て
い

を
も
っ
生
産
設
備
の
過
剰
が
形
成
さ
れ
、
無
制
限
た
競
争
が
展
閉
さ
れ
　
　
る
。
す
な
わ
ち
、
固
定
資
本
の
巨
大
な
重
工
業
部
門
で
は
、
　
「
競
争
が

れ
ぼ
・
そ
れ
は
・
商
品
資
本
の
過
剰
や
価
格
低
下
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
　
小
経
営
を
と
っ
く
に
陶
汰
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
、
で
な
げ
れ
ぱ
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

坐
産
の
集
積
集
中
が
過
剰
な
設
備
を
蓄
積
す
る
と
い
う
こ
と
、
し
か
も
　
　
に
小
経
営
な
る
も
の
が
な
い
。
」
と
前
提
し
て
い
る
。
　
た
だ
し
、
実
際

自
由
競
争
が
支
配
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
価
格
低
下
の
要
因
で
あ
る
。
　
に
は
、
小
経
営
が
な
い
の
で
は
な
く
て
、
絶
え
ず
形
成
さ
れ
廃
棄
さ
れ

生
産
の
集
積
集
中
が
な
ぜ
過
剰
な
設
備
を
蓄
積
す
る
の
か
、
そ
の
要
因
　
　
て
い
た
。
こ
の
点
を
お
く
と
、
問
題
は
大
資
本
群
の
側
に
う
っ
る
。
そ

は
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
で
は
た
い
。
し
か
し
、
従
来
の
競
争
と
異
た
る
　
　
し
て
、
ト
ー
マ
ス
法
生
産
の
と
こ
ろ
で
見
た
よ
う
た
事
態
が
指
摘
さ
れ

収
要
な
点
は
、
大
資
本
と
小
資
本
の
競
争
が
間
題
た
の
で
は
な
く
、
生
　
　
て
い
る
。
　
「
大
経
営
が
支
配
す
る
ぱ
か
り
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
資
本
力

産
を
集
積
集
中
し
た
諸
資
本
問
の
競
争
が
主
要
な
モ
メ
ソ
ト
だ
と
い
う
　
　
の
強
大
な
大
経
営
が
互
に
ま
す
ま
す
対
等
と
な
り
、
技
術
的
お
よ
び
経

点
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
済
的
相
違
が
そ
の
う
ち
の
あ
る
も
の
に
競
争
戦
で
優
越
性
を
与
え
る
よ

　
　
　
　
一
九
肚
紀
末
「
大
不
況
期
」
の
過
剰
資
本
と
生
産
の
策
稜
（
山
木
〕
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
（
四
二
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

う
た
こ
と
は
ま
す
ま
す
減
る
。
」
　
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
類
型
化
は
ま

ち
が
い
で
あ
り
、
諸
資
本
問
の
不
均
等
は
拡
大
す
る
。
た
だ
こ
の
よ
う

に
想
定
し
た
の
は
、
間
題
が
次
の
点
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
生
産
を
集
積
集
中
し
た
諸
資
本
問
の
競
争
が
、
価
格
低
下

を
も
た
ら
す
と
い
う
困
難
さ
を
生
む
。
　
「
そ
れ
は
、
強
者
と
弱
者
と
の

闘
争
で
は
た
く
て
、
し
た
が
っ
て
そ
の
闘
争
で
弱
者
が
ほ
ろ
ぼ
さ
れ
て
、

こ
の
部
面
の
資
本
の
過
剰
が
の
ぞ
か
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

対
等
者
同
士
の
闘
争
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
容
易
に
勝
負
が
つ
か
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

す
べ
て
の
闘
争
者
た
ち
に
平
等
な
犠
牲
を
課
す
こ
と
に
な
る
。
」
　
つ
ま

り
、
残
る
大
資
本
同
士
の
闘
争
は
、
過
剰
生
産
を
阻
止
で
き
ず
、
さ
き

に
見
た
よ
う
な
価
格
低
下
と
い
う
商
品
量
に
応
じ
た
平
等
な
犠
牲
、
過

剰
資
本
の
処
理
の
し
か
た
を
生
み
出
す
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ヒ
ル
フ

ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
の
言
葉
で
は
、
当
該
部
門
の
利
潤
率
の
低
下
で
あ
る
。

そ
し
て
「
こ
れ
ら
の
企
業
は
み
な
、
こ
の
闘
争
に
耐
え
よ
う
と
せ
ざ
る

　
　
　
（
１
０
）

を
得
た
い
。
」
こ
れ
が
、
不
況
期
に
、
他
の
資
本
に
う
ち
か
つ
た
め
の
生

産
増
加
と
新
投
資
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
資
本
の
破
壊
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）
．

っ
て
こ
の
部
面
の
負
担
を
の
ぞ
く
こ
と
は
き
わ
め
て
、
む
っ
か
し
い
。
」

も
ち
ろ
ん
価
値
的
な
破
壊
は
あ
る
が
、
倒
産
や
実
体
に
お
よ
ぶ
よ
う
な

廃
棄
が
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
同
時
に
、
こ
こ
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
（
四
二
四
）

新
企
業
は
す
べ
て
、
最
初
か
ら
大
き
な
生
産
能
力
を
も
た
ざ
る
を
得
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

し
た
が
っ
て
供
給
に
大
き
く
作
用
す
る
。
」
　
こ
れ
は
、
レ
ヴ
ィ
の
指
摘

と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
の
指
摘
の
な
か
で
、

事
実
に
あ
わ
な
い
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
次
の
点
は
、
注
目
し
な

け
れ
ぱ
た
ら
な
い
。
す
た
わ
ち
、
大
資
本
が
過
剰
資
本
を
か
か
え
、
競

争
を
無
制
限
に
展
開
す
れ
ぱ
価
格
低
下
に
苦
し
む
以
外
逃
げ
道
が
な
い

に
。
も
か
か
わ
ら
ず
、
価
格
低
下
以
外
の
形
で
過
剰
資
本
を
処
理
す
る
こ

と
を
ま
だ
た
し
得
な
い
よ
う
な
状
態
、
い
い
か
え
れ
ぼ
、
そ
の
よ
う
た

生
産
の
集
積
集
中
と
競
争
の
発
展
段
階
は
、
大
不
況
期
の
価
格
低
下
を

も
た
ら
し
た
要
因
の
一
つ
と
な
り
得
る
、
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
こ
の
よ
う
た
視
点
と
、
さ
き
の
ト
ー
マ
ス
法
導
入
の
と
こ
ろ
で
見
つ

け
出
し
た
過
剰
資
本
形
成
の
新
た
た
要
因
と
形
態
を
も
と
に
、
次
に
、

生
産
の
集
積
集
中
の
進
展
と
、
依
然
と
し
て
無
制
限
な
競
争
が
、
価
格

の
長
期
的
な
低
下
を
も
た
ら
す
、
と
い
う
実
態
を
見
よ
う
。

　
は
じ
め
に
、
部
門
の
生
産
が
一
部
の
資
本
に
、
集
中
さ
れ
、
過
剰
資
本

が
新
た
な
形
態
で
存
在
し
て
い
る
実
態
を
銑
鉄
生
産
で
見
て
お
こ
う
。

た
と
え
ば
（
表
１
０
）
の
よ
う
に
、
大
不
況
期
以
前
の
一
八
六
一
年
に
ル
ー

ル
地
方
で
混
合
企
業
は
五
杜
、
　
一
六
炉
を
保
有
し
て
い
た
。
年
産
一

四
・
四
万
ト
ソ
の
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
　
一
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Ｈ

Ｓ

）

ｇ

４

ｎ

（

ｔ
一
ｕ

一
ｄ
ｕ

ｕ
ｎ

ｕ
　
　
＋
ｎ
　
　
〕
一
一
、
口
丘
　
８

合
例
鷲

ｈＳ

ｅ
ａ
Ｂ
Ｎ
Ｈ

体
割

生

ｈ

０

Ｃ

一
糾
鮒
合

全
の

の

－
　
　
　
　
・
１ｒ

ル
業

業

一
　
　
ｎ

一
　
　
　
ｅ

一
企

企

一
　
Ｈ

５
力

烹
一
嫁
一
鋲
締
淡

出算りよ

４
．

１
４こらｄ

ｎｅｂｅｎｎａ
ｍｙｅＨ日００灼

・

歎

　
　
　
　
　
　
簑
・
嘉

　
　
　
　
　
　
ル
一
ず
人
〃
。

　
　
　
　
　
　
一
鱗

　
　
　
　
　
　
　
区
ラ
と
ま
０
の

　
　
　
　
　
　
り
山
の
た
設
鎚
中

　
　
　
　
　
　
ノ
鉱
区
し
新
Ｘ
設

　
　
　
　
ギ
州
磯
纏

　
　
　
　
　
　
ツ
ト
ボ
０
年
能
）

鰻
粋
紅
為
滞

一
九
此
紀
末
「
大
不
況
期
」
の
過
剰
資
本
と
生
産
の
集
債
（
山
木
）

二
・
一
万
ト
ソ
し
か
生
産
さ
れ
ず
、
す
で
に

当
時
五
杜
を
あ
わ
せ
た
生
産
力
は
過
剰
で
あ

り
、
そ
れ
だ
げ
で
ル
ー
ル
全
体
の
生
産
を
ま

か
た
い
得
た
。
こ
の
時
ル
ー
ル
全
体
で
は
二

六
高
炉
あ
り
、
生
産
量
は
一
四
・
六
万
ト
ソ

で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
五
杜
で
、
ル
ー

ル
全
体
の
六
二
％
、
八
三
％
近
く
を
占
め
て

　
　
　
　
　
（
１
３
）

い
た
こ
と
に
た
る
。
し
か
し
、
後
の
状
態
か

ら
み
る
と
、
ま
だ
競
争
は
そ
れ
程
激
し
く
な

く
未
発
展
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
決
定
的
な

こ
と
は
、
こ
の
混
合
五
杜
を
一
っ
の
グ
ル
ー

プ
と
し
て
と
り
出
し
得
る
現
実
的
な
根
拠
は

ま
っ
た
く
た
く
、
た
だ
計
算
上
五
杜
の
生
産

設
備
や
生
産
量
を
合
計
し
得
た
だ
け
で
あ
っ

た
。
ま
だ
混
合
五
杜
が
生
産
を
支
配
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
後
、
大
不
況
期
直
後
一
八
九
五
年
を
見

る
と
、
ま
っ
た
く
事
態
は
異
っ
て
い
る
。
こ

の
時
大
混
合
企
業
は
、
一
〇
以
上
で
、
そ
の

　
　
五
九
　
（
四
二
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
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（
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十
四
巻
・
第
三
号
）

高
炉
数
は
五
〇
近
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
年
産
出
力
は
、
年
問
三
三
〇

目
稼
動
し
た
と
し
て
、
　
一
七
〇
・
九
万
ト
ソ
と
な
る
。
当
時
、
ラ
イ

ソ
・
ウ
ェ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
、
ジ
ー
ガ
ー
ラ
ソ
ド
の
全
企
業
四
五
杜
あ

わ
せ
て
生
産
量
は
、
二
七
六
・
五
万
ト
ソ
で
あ
っ
た
か
ら
、
わ
ず
か
二

五
％
の
企
業
が
、
生
産
量
の
穴
割
以
上
の
産
出
力
を
持
っ
て
い
る
。
集

中
の
度
合
は
、
六
一
年
よ
り
低
下
し
て
い
る
が
、
問
題
に
た
る
の
は
、

次
の
点
で
あ
る
。
日
産
能
力
で
見
た
企
業
の
生
産
力
別
分
布
を
見
よ
う
。

日
産
四
〇
〇
ト
ソ
以
上
が
九
企
業
四
二
高
炉
合
計
五
一
八
○
ト
ソ
、
目

産
二
〇
〇
ト
ソ
以
上
が
六
企
業
一
八
高
炉
合
計
ニ
ハ
八
○
ト
ソ
、
日
産

一
〇
〇
ト
ソ
以
上
が
九
企
業
一
五
高
炉
合
計
一
〇
五
〇
ト
ソ
、
日
産
一

〇
〇
ト
ソ
未
満
が
二
一
企
業
二
六
高
炉
合
計
一
〇
六
五
ト
ソ
と
な
っ
て

（
１
４
）

い
た
。
つ
ま
り
、
企
業
数
も
大
企
業
数
も
増
加
し
て
い
る
が
、
大
企
業

と
小
企
業
が
は
っ
き
り
と
分
化
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
上
位
約
一

〇
杜
は
、
九
炉
も
非
稼
動
炉
を
か
か
え
こ
み
、
そ
の
比
率
は
小
企
業
群

よ
り
も
高
い
、
す
た
わ
ち
過
剰
設
備
も
集
積
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
が
、
生
産
の
集
積
集
中
の
も
と
で
の
過
剰
資
本
の
あ
り
方
の

特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
六
一
年
の
場
合
と
違
っ
て
、
後
に
見
る
よ
う
に

七
〇
年
代
末
以
後
何
度
も
カ
ル
テ
ル
化
が
試
み
ら
れ
崩
壊
し
て
い
る
が
、

九
五
年
の
段
階
で
は
そ
の
間
の
総
括
と
し
て
、
上
位
企
業
が
カ
ル
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
（
四
二
六
）

に
組
織
さ
れ
て
い
て
、
諸
資
本
が
当
該
部
門
の
生
産
を
集
中
し
個
々
の

企
業
が
集
積
を
進
め
生
産
を
支
配
し
て
い
る
実
態
が
あ
り
、
一
括
合
計

し
得
る
現
実
的
根
拠
を
持
っ
て
い
る
。
。

　
こ
の
よ
う
た
生
産
の
集
積
集
中
と
競
争
場
裡
で
彩
成
さ
れ
る
困
難
さ

を
、
資
本
家
は
、
最
も
鋭
く
感
じ
と
っ
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
一
八
七

六
年
ポ
ー
フ
マ
ー
連
合
株
主
総
会
で
の
一
株
主
の
発
言
に
よ
る
と
、
あ

た
か
も
自
立
的
に
増
大
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
生
産
の
た
め
の
市
場

を
ど
う
見
っ
け
出
す
か
を
め
ぐ
っ
て
、
　
「
ド
ィ
ツ
で
は
、
我
々
の
工
場

は
、
か
つ
て
た
だ
一
つ
の
大
企
業
と
競
争
を
続
げ
ね
ば
た
ら
な
か
っ
た

だ
げ
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
目
、
我
々
は
、
一
八
杜
の
競
争
相
手
を
数

　
　
　
（
１
５
）

え
て
い
る
。
」
と
競
争
の
激
化
を
指
摘
し
、
更
に
「
そ
れ
は
平
均
し
て
、

以
前
の
二
杜
（
ボ
ー
フ
マ
ー
連
合
と
も
う
一
杜
－
引
用
者
）
よ
り
も
大
量
に
生

　
　
　
　
（
１
６
）

産
し
て
い
る
。
」
と
生
産
量
の
増
加
を
も
間
題
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
、

当
時
の
困
難
な
事
態
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
新
設
や

新
参
入
の
競
争
相
手
と
し
て
特
に
、
ラ
イ
ソ
製
鋼
、
ヘ
ッ
シ
ュ
製
鋼
、

そ
の
他
二
杜
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
前
二
杜
は
、
一
九
〇
五
年
鋼

工
場
連
合
シ
ソ
ジ
ケ
ー
ト
の
組
合
員
で
大
混
合
工
場
で
あ
る
。
こ
れ
以

外
に
、
い
わ
ゆ
る
創
設
期
に
設
立
ま
た
は
統
合
さ
れ
た
大
混
合
企
業
に
、

ド
イ
ッ
チ
ェ
・
カ
イ
ザ
ー
（
一
八
七
一
年
）
、
ド
ル
ト
ム
ソ
ト
・
ウ
ニ
オ
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７
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８
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年

８

８
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８
１

８
１

８
１

８
１

８
１

８

１

１

１

ソ
（
一
八
七
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

業
の
生
産
力
が
、
そ
の
部
門
の
資
本
に
と
っ
て
一

い
た
。
更
に
、
さ
き
の
ト
ー
マ
ス
法
導
入
の
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

大
資
本
が
、
八
○
年
代
不
況
期
に
、
生
産
力
を
拡
大
し
、
価
格
低
下
を
も

た
ら
す
以
外
に
逃
げ
道
の
な
い
よ
う
な
過
剰
生
産
を
拡
大
し
た
。
　
（
表

ｕ
）
の
よ
う
に
、
生
産
能
力
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
競
争
す
る
企
業
数
が

増
加
し
、
生
産
量
が
増
加
し
続
け
、
価
格
は
低
下
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。

　
更
に
、
資
本
は
、
新
し
い
競
争
相
手
が
ふ
え
る
こ
と
と
共
に
、
旧
資

　
　
　
　
一
九
世
紀
末
「
大
不
況
期
」
の
過
剰
資
本
と
生
産
の
集
積
（
山
本
）

ｋＳｎｙＺ此
　
　
。

Ｋ
　
ず

　
　
ま

７
．
　
含

０
５
　
に

１
，
　
下

３
１
　
以

１
０
　
　
，

弘
棚

６
分
軌
飢

ユ
の
不
炉

楓
、
助
釘

脆
１
０
Ａ
Ｓ
能
ま

ｅ
～
Ｈ
ｕ
の
含
。

鬼
岨
じ
欝

跣
ふ
比
爬
ヤ
マ
合

　
・
ａ
・
鯛
チ
一
鉄

）
由
Ａ
Ｈ
ー
ト
溶

所
ｎ

咄
伽
ｍ
四
倒
側
固

新
参
入
の
大
混
合
企

　
っ
の
脅
威
と
た
っ
て

本
の
生
産
力
の
拡
大
や
生
産
量
の
増
大
の
も
と
で
の
諾
資
本
の
競
争
に

脅
威
を
感
じ
て
い
た
。
一
八
七
六
年
ボ
ー
フ
マ
ー
連
合
株
キ
総
会
で
、

会
長
ル
イ
ス
・
バ
ー
ル
は
、
市
場
獲
得
に
ー
と
っ
て
新
参
入
も
閉
題
だ

が
、
そ
れ
以
上
に
問
題
は
、
　
「
旧
来
の
工
場
が
、
こ
の
問
に
す
べ
て
溶

鋼
生
産
（
こ
の
時
は
、
ベ
ツ
セ
マ
ー
法
と
る
つ
陵
法
が
主
で
あ
っ
た
１
引
用
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

へ
移
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
そ
の
よ
う
た
生
産
力
を
拡
大

し
た
新
た
な
競
争
相
手
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
ヘ
ル
ダ
ー
、
グ
ー
テ

ホ
フ
ヌ
ソ
ク
、
フ
ェ
ニ
ヅ
ク
ス
、
ド
ル
ト
ム
ソ
ト
・
ウ
ニ
オ
ソ
、
ア
ー

ヘ
ナ
ー
他
二
杜
、
そ
の
他
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
レ
ジ
ー
ソ
、
ザ
ク
セ
ソ
、
バ

ィ
ェ
ル
ソ
の
工
場
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
大
混
合
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
ン
な
　
二
｝
で
あ
ゐ
。
そ
し

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
凧
　
　
。
ト
に
ぺ
柵

　
　
〃
　
　
　
　
■
鴫
ひ
＄
て
、
そ
の
時
の

　
　
イ
　
　
　
　
雌
帆
簑
毅
ベ
ツ
セ
了
鋼

　
　
加
　
　
　
　
　
島
ま
力
あ
誌

　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
６
ユ
　
始
離
旅
　
打
姓
生
産
で
の
困
難

　
　
大
ユ
，
数
生
能
ク
ノ

鴛
　
　
　
争
銭
弘
さ
は
、
次
の
よ

蜷
　
　
滋
蕊
ぱ
－
で
あ
つ
ち

　
　
鋼
幻
．
ｎ
は
ト
も
約
は
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ
ｃ
地
内
の
の
　
　
こ
・
（
表
１
２
）
の
よ
う

　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｂ
Ｄ
）
業
年
。
　
弔
は

　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
企
６
６
た
　
７
３
鋼
に
、
　
一
八
六
七

　
　
ツ
　
　
　
　
羅
（
・
よ
。
よ

　
　
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
咄
価
ｍ
固
倒
も
る
側
セ
年
に
ベ
ヅ
セ
マ

１

　
吻
３
５
４
１
１
８
７
４
　
　
＾
０
　
　
１
■

数
数
ト
側
ク
　
ｏ
ｏ
　
ル
ル
　
“
　
一
マ
一
劣

六
一
　
（
四
二
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

１
工
場
は
プ
ロ
ィ
セ
ソ
で
わ
ず
か
五
工
場
で
あ
っ
た
も
の
が
、
八
○
年

に
は
少
し
の
ト
ー
マ
ス
鋼
工
場
そ
の
他
を
ふ
く
め
溶
鋼
工
場
は
四
一
工

場
と
た
り
、
生
産
量
は
二
五
倍
に
も
た
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
価
格
低

下
は
激
し
く
進
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
た
生
産
の
集
積
集
中
の
進
展
に
内
在
す
る
過
剰
設
備
が
競

争
を
通
し
て
価
格
低
下
と
た
っ
て
現
わ
れ
る
例
に
、
た
と
え
ぽ
入
札
価

格
が
あ
る
。
激
し
い
競
争
の
実
態
を
示
す
一
例
で
あ
る
。
一
入
七
七
年

ロ
ー
マ
鉄
道
（
ａ
昌
ぎ
｝
ｇ
霊
ぎ
ｇ
）
の
レ
ー
ル
九
〇
〇
〇
ト
ソ
の
入
札

に
、
ラ
イ
ソ
製
鋼
、
ド
ル
ト
ム
ー
ト
．
ウ
ニ
オ
ツ
、
ヘ
ヅ
シ
ュ
製
鋼
、

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
グ
ー
テ
ホ
フ
ヌ
ソ
ク
、
ク
ル
ッ
プ
、
ヘ
ル
ダ
ー
、
ボ

ー
フ
マ
ー
連
合
な
ど
当
時
の
大
混
合
企
業
が
多
数
参
加
し
た
。
結
果
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

ト
ソ
当
り
二
二
七
・
七
五
フ
ラ
ソ
（
二
９
ニ
マ
ル
ク
）
で
落
札
さ
れ
た
。

そ
こ
で
間
題
に
た
る
の
は
、
こ
の
入
札
価
格
の
低
さ
で
あ
る
。
七
三
年

ベ
ル
ギ
ー
鉄
道
レ
ー
ル
：
一
〇
〇
〇
ト
ソ
の
入
札
で
は
、
ボ
ー
フ
マ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

連
合
が
、
ト
ソ
あ
た
り
四
四
〇
二
一
五
フ
ラ
ソ
で
落
札
し
て
い
た
か
ら
、

三
～
四
年
で
二
二
八
フ
ラ
／
弱
に
低
下
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、

恐
慌
で
価
格
が
低
下
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な

要
因
が
作
用
し
て
い
る
。
ポ
ー
フ
マ
ー
連
合
は
、
七
七
年
の
入
札
で
は
、

一
五
九
・
五
フ
ラ
ソ
（
二
一
七
．
六
マ
ル
ク
）
の
値
を
っ
げ
て
い
た
。
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
（
四
二
八
）

ろ
が
実
は
こ
の
時
ボ
ー
フ
マ
ー
連
合
に
と
っ
て
は
、
販
売
価
格
の
下
限

は
一
一
五
マ
ル
ク
で
、
経
費
や
償
却
費
を
含
ま
な
く
て
も
最
低
二
二
〇

マ
ル
ク
必
要
で
あ
り
、
一
四
〇
～
一
五
〇
マ
ル
ク
で
は
じ
め
て
利
益
が

　
（
２
０
）

あ
っ
た
。
ボ
ー
フ
マ
ー
連
合
の
経
営
状
態
は
、
当
時
、
大
混
合
企
業
の

な
か
で
は
平
均
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
よ
り
も
他
の
大
資
本
の
入
札

が
低
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
赤
字
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
、
投
げ
売

り
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
入
札
価
格
は
、
個
々
の

企
業
の
経
営
状
態
と
背
後
で
の
激
し
い
競
争
を
直
接
に
反
映
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
入
札
価
格
の
強
引
な
引
き
下
げ
は
、
生
産
を
集
積
集
中
し

て
過
剰
な
生
産
設
備
を
か
か
え
た
大
資
本
間
の
競
争
を
過
激
な
も
の
に

し
、
大
資
本
同
士
と
部
門
全
体
を
価
格
低
下
の
泥
沼
に
ひ
き
ず
り
こ
み

　
ソ

　
ト

　
Ｏ

　
ｏ
ｏ
ク

　
９
ル

　
ル
マ

　
　
）

　
　
り

３
　
レ刻

潔

　
マ

　
　
一
い

　
口
格

　
年
価

　
７
７
札

　
１
８
入

格価札入
一

みの業企大しだた（名杜会
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あ
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
資
本
が
最
も
恐
れ
、
競
争
を
困
難
に
　
　
は
、
い
わ
ゆ
る
創
設
期
以
後
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
問
題
に
す
る
の
は
、

し
た
事
情
の
一
つ
で
あ
る
。
（
表
Ｂ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
過
剰
資
本
が
な
ぜ
大
不
況
期
の
主
な
特
徴
で
あ
る
価
格
低
下
と
な

　
こ
の
よ
う
に
ー
、
諸
資
本
の
生
産
の
集
積
集
中
は
、
生
産
資
本
が
す
で
　
　
っ
て
現
わ
れ
た
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
過
剰
資
本
が
彬
成
さ
れ
て
い

に
過
剰
で
あ
る
こ
と
を
示
す
場
合
も
あ
れ
ぱ
、
生
産
量
の
増
加
が
結
果
　
　
て
も
、
そ
れ
は
、
貨
幣
、
生
産
設
備
、
商
品
な
ど
の
諸
形
態
を
と
る
の

的
に
価
格
を
低
下
さ
せ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
生
産
の
集
　
　
で
あ
っ
て
、
（
貨
幣
彩
態
あ
る
い
は
株
式
形
態
で
の
過
剰
は
、
本
稿
で
は
あ
っ

積
集
中
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
過
剰
資
本
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
　
　
　
　
か
え
な
か
っ
た
。
主
に
・
生
産
の
集
積
集
中
を
見
た
。
）
遇
剰
な
生
産
設
備
が
あ

　
（
１
）
甲
－
睾
ざ
峯
昌
◎
亘
さ
ｏ
～
碁
；
邑
Ｒ
易
ゴ
零
；
Ｐ
一
Ｓ
一
　
　
　
っ
て
も
、
そ
れ
が
す
た
わ
ち
、
商
品
過
剰
、
価
格
低
下
と
な
る
わ
け
で

　
　
　
（
一
九
〇
九
年
ド
ィ
ツ
語
版
の
改
訂
英
語
版
）
ｐ
ミ
ベ
・
　
　
　
　
　
　
　
は
な
い
。
結
論
か
ら
言
え
ぱ
、
生
産
の
集
積
集
中
が
進
み
、
そ
し
て
そ

　
　
（
２
）
Ｈ
匡
芹
Ｐ
畠
。
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
内
部
に
過
剰
資
本
を
死
重
と
し
て
拡
大
し
て
ゆ
く
が
、
ま
だ
生
産
の

　
　
（
３
）
（
４
）
（
５
）
（
６
）
Ｈ
ｇ
Ｐ
ｏ
』
０
９

　
　
（
７
）
（
８
）
（
９
）
（
１
０
）
（
ｕ
）
（
１
２
）
雪
一
ｈ
胃
ａ
曇
９
彗
貴
ｃ
っ
．
Ｎ
鼻
Ｎ
鼻
　
　
集
積
集
中
の
度
合
が
弱
く
、
競
争
を
制
限
し
支
配
従
属
関
係
を
確
立
す

　
　
　
同
訳
、
第
二
分
冊
、
ニ
ハ
、
一
七
頁
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ま
で
に
至
ら
ず
、
過
剰
な
生
産
設
備
を
無
制
限
な
競
争
過
程
で
生
産

　
　
（
１
３
）
｝
。
Ｋ
昌
、
目
Ｐ
、
げ
、
、
茸
９
昌
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過
剰
に
向
わ
せ
直
接
市
場
で
価
格
低
下
と
な
っ
て
現
わ
し
た
の
で
あ
り
、

　
　
（
１
４
）
黒
ｏ
ぎ
ｏ
訂
邑
ジ
ｃ
ｏ
・
Ｈ
ｏ
Ｈ
ｏ
・
　
同
訳
、
　
第
四
分
皿
…
、
　
一
二
六
～

　
　
　
二
一
八
頁
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過
剰
資
本
を
価
格
低
下
以
外
の
彩
態
た
と
え
ば
生
産
制
限
も
っ
と
進
め

　
　
（
１
５
）
（
１
６
）
（
１
７
）
墨
巨
貝
９
彗
員
９
Ｈ
鼻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
設
備
投
資
制
限
た
ど
の
形
態
で
処
理
し
、
そ
の
過
剰
資
木
の
分
を
価

　
　
（
１
８
）
　
目
げ
彗
夢
一
〇
〇
．
Ｈ
ｏ
．
ｏ
ｏ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
格
で
他
か
ら
収
奪
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
１
９
）
　
向
げ
彗
夢
一
ｃ
つ
．
お
Ｎ
．

　
　
（
２
０
）
里
彗
鼻
ｃ
ｏ
．
お
ｃ
。
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
こ
と
は
、
大
不
況
期
の
カ
ル
テ
ル
崩
壊
の
歴
史
が
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
イ
ソ
・
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
鋼
業
で
の
カ
ル
テ
ル
崩
壌
史
を
た

　
　
　
嘗
　
過
剰
資
本
と
仙
格
低
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
ろ
う
。
一
八
七
七
年
に
三
二
高
炉
工
場
に
１
よ
っ
て
、
大
不
況
期
に
入

　
生
産
の
集
積
集
巾
が
、
飛
躍
的
に
進
み
過
剰
資
本
を
拡
大
す
る
時
期
　
　
っ
て
始
め
て
、
市
場
の
状
態
の
把
握
を
目
ざ
す
「
統
計
組
合
」
が
結
成

　
　
　
　
一
九
世
紀
末
「
大
不
況
期
」
の
過
剰
資
木
と
生
産
の
集
積
（
山
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
（
四
二
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

さ
れ
た
。
し
か
し
当
初
の
目
的
か
ら
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
価
格
や

販
売
条
件
に
対
す
る
強
制
力
を
ま
っ
た
く
持
っ
て
い
ず
、
生
産
が
、
部

門
の
中
で
そ
の
諸
資
本
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
か
っ
た
。

一
八
七
九
年
三
月
に
は
、
バ
ド
ル
銑
鉄
の
生
産
制
限
に
よ
っ
て
価
格
安

定
を
め
ざ
す
一
四
高
炉
工
場
の
ヵ
ル
テ
ル
が
で
き
た
。
し
か
し
、
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

八
○
年
プ
ロ
イ
セ
ソ
で
は
約
一
〇
〇
高
炉
工
場
が
あ
り
、
そ
の
多
く
は

テ
イ
ソ
・
ウ
ェ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
に
あ
っ
た
の
で
、
参
加
し
た
資
本
数

は
、
こ
の
中
の
わ
ず
か
で
あ
り
、
大
資
本
群
へ
の
生
産
の
集
中
が
、
カ

ル
テ
ル
を
さ
さ
え
る
実
体
と
な
る
よ
う
に
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
従

っ
て
す
ぐ
に
崩
壌
し
た
。
同
年
夏
に
は
、
ヘ
ッ
セ
ソ
、
ナ
ッ
サ
ウ
、
ハ

ル
ツ
鉱
区
の
工
場
も
加
え
鋳
銑
鉄
生
産
高
炉
工
場
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
が
、

最
低
価
格
の
設
定
を
め
ざ
し
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
好
況
の
き
ざ
し

を
迎
え
ぬ
げ
が
げ
や
競
争
が
激
化
し
、
一
八
八
○
年
に
崩
壊
し
た
。
こ

の
場
合
も
生
産
の
集
中
の
度
合
の
弱
さ
を
、
崩
壊
の
要
因
と
し
て
い
る
。

一
八
八
○
年
後
半
に
も
、
ラ
イ
ソ
・
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
ニ
七
高
炉

工
場
が
、
パ
ド
ル
銑
鉄
一
五
％
の
生
産
制
隈
を
め
ざ
し
た
。
こ
れ
も
前

と
同
じ
理
由
で
す
ぐ
に
崩
壊
し
た
。
一
八
八
二
年
七
月
に
は
、
ラ
ィ
ソ

と
ナ
ッ
サ
ウ
の
一
六
高
炉
工
場
に
よ
っ
て
、
良
賢
バ
ド
ル
銑
鉄
ト
ソ
あ

た
り
六
ニ
マ
ル
ク
の
協
定
価
格
を
設
定
し
、
ジ
ー
ガ
ー
ラ
ソ
ト
の
バ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
（
四
三
〇
）

ル
銑
鉄
カ
ル
テ
ル
と
協
定
を
結
ん
だ
。
当
時
の
価
格
は
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
、

ド
ル
ト
ム
ソ
ト
、
デ
ュ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
な
ど
で
平
均
し
て
、
八
二
年
六

五
マ
ル
ク
、
八
三
年
五
七
・
六
マ
ル
ク
、
八
四
年
五
〇
・
四
ブ
ル
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

八
五
年
四
四
・
ニ
マ
ル
ク
と
低
下
し
続
げ
た
。
こ
の
ヵ
ル
テ
ル
も
参
加

企
業
数
が
少
た
く
、
部
門
の
生
産
を
集
中
す
る
度
合
が
弱
く
、
ジ
ー
ガ

ー
ラ
ソ
ド
と
す
ぐ
競
争
状
態
に
も
ど
り
、
八
五
年
の
不
況
た
か
ぱ
よ
り

以
前
に
崩
壌
し
た
。
一
八
八
六
年
二
一
月
に
は
、
グ
ー
テ
ホ
フ
ヌ
ソ
ク
、

シ
ェ
ル
ダ
ー
、
ド
ル
ト
ム
ソ
ト
・
ウ
ニ
オ
ソ
な
ど
の
大
混
合
企
業
を
含

む
一
七
高
炉
工
場
が
、
良
質
バ
ド
ル
銑
鉄
、
鋳
鉄
、
ト
ー
マ
ス
、
ベ
ッ

セ
マ
ー
鋼
の
国
内
の
価
格
販
売
条
件
の
協
定
を
結
ぴ
、
生
産
一
〇
〇
〇

ト
ソ
あ
た
り
一
票
の
議
決
権
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ｉ

に
ク
ル
ッ
プ
系
四
杜
が
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
や
ジ
ー
ガ
ー
ラ
ソ
ト
高
炉
工

場
と
の
競
争
が
あ
り
、
価
格
低
下
は
阻
止
で
き
次
か
っ
た
。
同
協
定
は
、

実
効
力
を
持
た
た
か
っ
た
が
、
一
八
九
三
年
ま
で
存
在
し
一
次
の
協
定

に
吸
収
さ
れ
た
。
一
八
八
八
年
に
は
、
良
質
バ
ド
ル
銑
鉄
協
定
が
結
ぱ

れ
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
シ
ソ
ジ
ヶ
ー
ト
の
販
売
所
を
持
っ
た
。
八

九
年
に
は
ジ
ー
ガ
ー
ラ
ソ
ト
の
三
工
場
も
組
織
に
く
み
入
れ
ら
れ
た
。

こ
の
協
定
の
組
合
員
は
、
ラ
イ
ソ
・
ウ
ユ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
で
の
自
己

販
売
の
権
利
を
失
っ
た
。
一
八
八
九
年
・
一
八
九
〇
年
の
好
況
期
に
は
、



二
回
価
格
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
の
恐
慌
期
に
は
、
　
　
た
諸
資
本
間
に
よ
る
不
況
克
服
の
た
め
の
生
産
増
加
と
新
投
資
の
競
争

二
〇
劣
の
生
産
制
限
を
決
定
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
過
剰
資
本
を
生
み
だ
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
不
況
期
の
生
産
増
加

　
こ
の
よ
う
に
１
、
最
後
の
例
を
除
い
て
、
過
剰
生
産
に
と
も
な
う
何
よ
　
　
や
ト
ー
マ
ス
法
の
導
入
に
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
生
産
の
集
積
集
中
の

り
も
恐
れ
た
価
格
低
下
の
阻
止
を
第
一
の
目
的
と
す
る
ヵ
ル
テ
ル
協
定
　
　
度
合
と
そ
こ
で
の
過
剰
設
備
が
、
生
産
の
集
積
集
中
の
い
ま
一
歩
の
不

が
何
度
も
崩
壌
し
た
理
由
は
、
一
応
ヵ
ル
テ
ル
結
成
す
る
こ
と
が
で
き
　
　
充
分
さ
ゆ
え
の
無
制
限
な
競
争
を
と
お
し
て
、
過
剰
生
産
と
た
り
、
価

て
も
、
参
加
企
業
数
が
少
な
く
、
強
力
な
ア
ウ
ト
サ
ィ
ダ
ー
が
い
た
こ
　
　
格
低
下
と
た
っ
て
現
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
も
う
一
歩
の
生
産
の
集
積
集

と
、
協
定
が
ま
だ
地
方
的
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
生
産
の
集
積
集
中
の
進
　
　
中
の
進
展
が
、
一
面
で
こ
の
同
じ
過
剰
資
本
を
、
生
産
制
限
た
ど
の
形

展
の
度
合
の
不
充
分
さ
に
あ
る
。
従
っ
て
、
生
産
の
集
積
集
中
に
内
在
　
　
態
で
、
強
制
的
に
処
理
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
他
面
で
価
格
低
下
と

す
る
過
剰
設
備
は
、
無
制
隈
な
競
争
を
と
う
し
て
価
格
低
下
に
直
接
現
　
　
い
う
競
争
の
困
難
さ
が
、
そ
れ
を
不
可
避
に
し
た
。
結
果
的
に
み
て
、

わ
れ
ざ
る
を
得
た
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
一
つ
の
指
標
は
、
一
八
九
三
年
に
成
立
し
た
ラ
イ
ソ
・
ウ
ェ
ス
ト
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集
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し
、
且
つ
支
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存
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し
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そ
れ
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持
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他
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っ
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価
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進
展
の
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階
に
達
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し
て
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過
剰
資
本
は
直
接
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競
争
価
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に
１
は
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
た
く
た
っ
た
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こ
の
こ
と
を
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
価
格
低
下
を
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特
徴
と
す
る
大
不
況
期
は
克
服
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
分
析
か
ら
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
生
産
と
資
本
を
　
　
　
大
不
況
期
の
産
業
循
環
の
変
容
は
、
以
上
の
よ
う
な
過
剰
資
本
の
形

条
積
し
た
諸
資
本
が
、
当
該
部
門
の
生
産
の
大
半
を
集
中
し
、
そ
う
し
　
　
成
要
因
と
発
現
形
態
に
、
一
っ
の
要
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

　
　
　
　
一
九
世
紀
末
「
大
不
況
期
」
の
過
剰
資
本
と
生
産
の
集
積
（
山
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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四
三
一
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立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

か
も
、
こ
の
価
格
低
下
と
い
う
競
争
の
困
難
さ
の
事
態
こ
そ
が
、
生
産

を
支
配
す
べ
く
諸
資
本
を
独
占
に
向
わ
せ
た
の
で
あ
っ
て
、
生
産
の
集

積
集
中
の
進
展
と
競
争
か
ら
過
剰
資
本
を
と
ら
え
る
こ
と
が
、
大
不
況

期
の
産
業
循
環
の
変
容
の
歴
史
的
な
意
義
す
な
わ
ち
、
独
占
段
階
へ
の

過
渡
期
を
な
す
と
い
う
点
を
と
ら
え
る
上
で
、
重
要
な
視
点
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
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